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ごあいさつ
生活協同組合コープぐんまは、2026年４月23日をもちまして、創立70周年を迎

えることができました。長きにわたり、群馬県の地で組合員同志の助け合いの組織
として活動が続けられたことは、ご支援をいただいている組合員の皆さま、お取引
先・生産者の皆さま、そして全国生協の皆さま、役職員の皆さまのご尽力によるも
のであると心より感謝申し上げます。誠にありがとうございます。
 

コープぐんまの前身である「桐生中央消費生協」は、1956年４月23日に設立され
ました。桐生の地で自分たちの生活を守るために多くの市民が力を合わせて、御用
聞きによるリヤカーでの配達が始まりと聞いております。1976年には名称を群馬県
民生協へ変更し、1984年に北毛エリア、西毛エリアで生協運動を展開していた北部
県民生協と西部市民生協が群馬県民生協と組織合同をすることで活動エリアを群馬
県全域に広めてまいりました。1992年には群馬県中央エリアで活動していた前橋市
民生協と組織合同し、コープぐんまへと名称が変更されました。そして2005年には
高崎市民生協と東毛生協の２つの生協を迎え入れました。こうして県内６つの生協
が組織合同したことで、組合員36万世帯を超える組織に成長することができました。

この70年は決して平坦な道のりではなく、多くの店舗の閉店などの痛みも組合員
そして職員と共に乗り越え、健全な経営を続ける中で2013年には累積の赤字も解消
することができました。これも組合員の皆さまに支えていただいているおかげであ
ると感謝申し上げます。

コープぐんまの発展に関わっていただいた皆さまに改めて感謝申し上げるととも
に、70周年を迎えられたことを、組合員の皆さまと共に喜び合い、今後100年に向
けた新たなスタートとなる年になればと願っております。

世界各地では、紛争の激化、自然災害の発生、そして日本では、少子高齢化の
進行、物価高などの問題が山積し、組合員の暮らしを取巻く環境は益々厳しさを増
しています。こうした状況の中、組合員同士による助け合いの組織である生活協同
組合だからこそ、出来ることがたくさんあるのだと思います。

現在コープぐんまは群馬県と全市町村との間で災害時協定、見守り協定（包括支
援協定）を締結しています。群馬県で暮らす方々のお役に立ち、地域貢献を果たし、
コープぐんまがあって良かったと皆さまに言っていただけるような温かい組織を目
指してまいります。
 

現在コープぐんまは１都７県の６つの生協が出資し加盟するコープデリ連合会に
参加しています。1986年に北関東３県10生協の連帯によって日本初となる県域を越
えた事業連帯組織として「生活協同組合連合会北関東協同センター」が誕生しまし
た。これが、コープネット事業連合( 現、コープデリ連合会 )の設立へとつながる大
きな舵取りとなりました。そして、コープネット事業連合に加盟したことにより、コ
ープぐんまの経営は大きく改善が進み組合員への貢献度も高くなりました。

今後も関東・信越のコープデリグループの一員として「食べるしあわせ、自分ら
しいくらし　「ともに」の力で、笑顔の明日を」をビジョンに掲げ、組合員の皆さま
の毎日のくらしを支える生活基盤となれるよう進めてまいります。

コープぐんまは、これからも組合員の想いを大切に、生産者・お取引先、行政や
諸団体と協力しながら、豊かで暮らしやすい地域共生社会の構築の一端を担い、地
域社会の発展に貢献することを目指して、さまざまな事業・活動を更に発展させて
まいります。

70年に亘るご協力への感謝とともに、皆さまのご健勝とご多幸を心より祈念申し
上げ、ごあいさつとさせていただきます。

生活協同組合コープぐんま
理事長

大 貫  晴 雄
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祝辞

生活協同組合コープぐんまが設立70周年という大きな節目を迎えられ、併せて記念誌を発
行されますこと、心よりお祝い申し上げます。
　貴組合は、昭和31年４月の創立以来、食料品や生活用品等の供給事業をはじめ、共済事業、
福祉事業など、県民の暮らしに密着した多様な活動を展開されてこられました。これらの事業
を通じて、地域社会の生活文化の向上に大きく寄与されてきたことに、深く敬意を表します。

また災害時における応急生活物資供給協定や、地域見守り活動協定を県及び県内多くの市
町村と締結するなど、非常時にも安心を届ける体制づくりに尽力されていることは、県民にと
って大きな心の支えとなっております。こうした貴組合の長年にわたる御尽力に対し、群馬県
民を代表して感謝申し上げます。

私が知事に就任して以来、群馬県では「県民幸福度の向上」を最大のミッションとして掲
げ、情報発信の強化、トップセールスによる企業誘致、子育て圧倒的 No.1の実現など、様々
な施策に取り組んでおります。

特に、クリエイティブの発信源を掲げ、全国に先駆けて取り組んできたデジタルクリエイ
ティブ人材の育成では、アルメニア発祥のTUMOセンターを、昨年７月、アジアで初めて、
TUMO Gunmaとして高崎市のGメッセにオープンいたしました。こうした取り組みは国内外
から高く評価され、群馬県の存在感は着実に高まっております。
　一方で、世界に目を向けますと、軍事的な緊張や紛争、地球温暖化をはじめとする気候変
動、国際的な経済摩擦など、私たちの暮らしに影響を及ぼす課題が数多く存在しています。国
内においても、物価高騰、少子高齢化、自然災害の頻発化・甚大化など生活を取り巻く環境
は厳しさを増しております。

このような時代においては、地域に根ざした活動を継続しながらも、広い視野を持って社会
の変化に柔軟に対応していくことが求められます。

生活協同組合の持つ総合力とネットワークを活かし、地域のつながりとコミュニケーション
を大切にしながら、県民の暮らしの安定と向上に、今後とも一層の御尽力を賜りますようお願
い申し上げます。結びに、生活協同組合コープぐんまのさらなる御発展と、組合員の皆様の
御健勝と御多幸を心より祈念申し上げ、祝辞とさせていただきます。

群馬県知事

山 本  一 太
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生活協同組合コープぐんま様が創立70周年という輝かしい節目を迎えられましたことを、心か
らお祝い申し上げます。また、ここに記念誌が刊行されますことは、誠に意義深いものがあり、重
ねてお慶び申し上げます。
　貴組合におかれましては、日頃より、組合員一人ひとりの願いを実現するため、多彩なサービ
スを提供されながら、食の安全性確保や、子育て・食育支援、環境に配慮した商品開発など、地
域の課題解決に向けた様々な取り組みを展開されておりますことに、深甚なる敬意と感謝の意を
表する次第であります。
　また、桐生市との関わりにおきましても、平成７年12月に県内の市町村で初めて「災害救助に
必要な物資の供給に関する協定」を締結したほか、平成25年２月には、「高齢者等見守り活動に
関する協定書」を締結し、高齢者の方々が安心して生活できる地域づくりに貢献されるなど、安
全で安心して暮らせるまちづくりに多大な貢献をいただいており、重ねて御礼を申し上げます。

さて、我が国の経済は、高水準の賃上げや企業の高い投資意欲など、前向きな動きが見られる
一方で、賃金の上昇は物価上昇においついておらず、個人消費は力強さを欠いており、地域事業
者にとって大変厳しい経営環境に直面しております。

桐生市におきましては、本市の恵まれた地域資源や人材を最大限に生かしながら、活力あふれ
るまち桐生の実現を進め、本市の最重要課題である人口減少問題に対応すべく、様々な事業を実
施していくことで、持続可能な桐生ならではの地方創生につなげてまいります。

今後も、関係各所との緊密な連携を図りながら、市民生活の更なる向上を目指し、市政運営に
全力を注いでまいりたいと考えておりますので、皆様には、変わらぬお力添えを賜りますようお願
い申し上げます。
　結びに、生活協同組合コープぐんま様が創立70周年を契機に、更なる飛躍を遂げられますとと
もに、組合員の皆様のご健勝、ご活躍を心からお祈り申し上げ、祝辞といたします。

祝辞

桐生市長

荒 木  恵 司
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　コープぐんま様が創立70周年を迎えられましたことに、心よりお祝い申し上げます。また、長
年にわたり組合員の皆様の暮らしを支えるとともに、地域社会の発展にも大きく貢献してこられ
たご功績に、深く敬意を表します。
 　コープぐんま様が掲げる理念「CO-OP  ともに はぐくむ くらしと未来」に込められた、「一人
ひとりが手をとりあい、くらしの願いを実現する」「ものと心の豊かさが調和し、安心して暮らせ
るまちづくりに貢献する」「人と自然が共生する社会と平和な未来を追求する」という思いは、み
どり市の政策とも深く響き合うものです。
 　人と暮らしに寄り添うコープぐんま様の活動は、こども食堂や福祉団体等への食品の寄附やフ
ードドライブの実施、規格外農産品の取扱いなどによるフードロス削減、また、各種募金活動や
被災地への職員派遣など、多岐にわたります。地域とともに力を寄せ合い「誰一人取り残さない
社会」の実現を目指すその姿勢は、SDGs未来都市に選定され、未来のこども達の笑顔のために、
環境に配慮した持続可能なまちを目指す本市の取り組みとも相まり、市民生活の安心と持続可能
な地域社会に大きく寄与されています。
 　また、本市との相互協力では、災害時の被災市民への応急生活物資の供給や輸送、ボランテ
ィア活動等のご協力をいただく「災害時における応急生活物資供給等に関する協定」を2009年
から締結しています。さらに2025年には、フードバンクみどりへの多大なる食材提供をいただき
ましたことに心より感謝申し上げますとともに、こうした協力体制を大変心強くも感じております。
そしてこれからも、様々な分野で相互連携を図れるものと期待するものです。
　70年の歩みを通じて培われたコープぐんま様の地域への信頼と絆は、今後も市民の安心と豊か
な暮らしを支える大きな力になるものと確信しております。本市といたしましても、市民の幸福と
地域の持続的な発展に向けて、歩みを共に力を尽くしてまいります。
　結びに、コープぐんま様の更なる未来への飛躍とチャレンジにご期待申し上げますとともに、関
係各位のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ、祝辞といたします。

祝辞

みどり市長

須 藤  昭 男
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生活協同組合コープぐんまの創立70周年にあたり、全国の生協の仲間とともに心よりお祝い申
し上げます。創立から、これまで多くの困難の中で歴史を積み重ねてこられた皆様のご活動に対
し心より敬意を表します。

貴生協におかれましては、70年という歴史の中で、宅配、店舗、移動店舗、共済、福祉などの
事業展開と、環境、平和、防災、復興・災害支援活動など幅広い活動に取り組んでこられました。

また、行政や関係諸団体とともに、SDGsの掲げる目標や地域社会の課題に向き合い、組合員の
暮らしに貢献されてきました。そして「ビジョン2035実現にむけた５つの成長方針」のもと、2024
度には、総事業高346億円、組合員数が35万人を超える事業組織へと発展されました。

こうした皆様の多くの活動により、生協・協同組合への期待は、ますます高まっています。
全国の生協においても、2030年ビジョンの「つながる力」を大切にし、行政や社会福祉協議会、

他の協同組合など、地域の皆様と連携・協力しながら、様々な活動や支援に取り組んでいます。
　今後、少子高齢化、人口減少が急速に進み、貧困や格差など、ますます地域の課題は多様化
し、深刻化していきます。組合員のくらしを守る私たち生協は、地域社会の課題のひとつひとつ
に向き合い、人と人とのつながりを大切に、生協の大きな強みである組合員のもと、SDGsの「誰
一人取り残さない」取り組みを、皆様とご一緒に連携し進めていきたいと存じます。

70周年を迎え、これからも、貴生協が組合員の皆様と共に力を出し合い、よりよい地域の未来
に向けてますます力強く発展されますことを祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

日本生活協同組合連合会　代表理事　会長

新 井  ち と せ

祝辞
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生活協同組合コープぐんま様が創立70周年という大きな節目を迎えられましたこと、心よりお
慶び申し上げます。コープ共済連を代表し、謹んでご祝意を申し上げますとともに、長年にわた
り事業・活動の発展にご尽力された役職員の皆様に、深甚なる敬意を表します。

貴生協におかれましては、組合員の皆様の豊かなくらしの実現に向けて、常に誠実にご要望や
ご期待に応えてこられました。その結果、2024年度末には組合員数が35万人を超え、群馬県内の
約３割の世帯が加入されるなど、地域における存在感を一層高めておられます。まさに、県民の
くらしを支える中核的な存在として、地域社会に欠かせない役割を果たしておられることに、深
く感謝申し上げます。

近年、自然災害の頻発や感染症の拡大、物価高騰など、組合員のくらしを取り巻く環境は大き
く変化し、不安も高まっております。そのような中、貴生協は「私らしいくらしづくりの応援」を
掲げ、日々の生活を支える多様な活動を展開されております。これらの取り組みを通じて、群馬
県により豊かなくらしの文化が根付くことを目指されていることに、改めて敬意を表します。

保障分野のコープ商品として1984年に誕生したＣＯ･ＯＰ共済は、組合員のくらしを守りたい
という職員の皆様の想いに支えられ、貴生協において13万人＊を超える組合員どうしの助け合い
の輪に広がりました。ＣＯ･ＯＰ共済は、組合員どうしの「たすけあい」の力によって育まれ、よ
り良いくらしの実現に貢献することを使命としております。2030年ビジョンでは、国連の持続可
能な開発目標（SDGs）への貢献も掲げており、「たすけあいの心」を広げることが、事業の発展
のみならず、地域社会における共助の輪を広げる原動力になると確信しております。これまでの
貴生協のＣＯ･ＯＰ共済推進の取り組みに心より感謝申し上げるとともに、今後も貴生協と力を
合わせ、組合員や地域社会へのさらなる貢献を進めてまいりたいと考えております。

貴生協が今後も、食とくらしの安全・安心、平和で住みよい豊かなまちづくり、そして持続可
能な社会の実現に向けて、積極的な役割を果たされることを心より期待申し上げますとともに、貴
生協ならびに組合員の皆様の未来が、より一層価値あるものとなりますようご祈念申し上げ、祝
辞とさせていただきます。
＊2025年８月度コープぐんまＣＯ･ＯＰ共済元受・受託共済の保有人数合計

日本コープ共済生活協同組合連合会　代表理事　理事長

笹 川  博 子

祝辞
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生活協同組合コープぐんまが創立70周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げます。
戦後に誕生し、1970年代以降本格的に全国に広がった地域生協は、時を経て組織合同による

飛躍的な向上をはかるため、連帯の輪を広げてきました。その一つが、1986年にコープぐんまの
前身である群馬県民生協・前橋市民生協が参画し、北関東３県10生協によって設立された「生活
協同組合連合会北関東協同センター」です。これは日本初となる県域を越えた事業連帯組織であ
り、共同購入事業を軸として大きな成果を生み出しました。その実践は、後のリージョナル連帯
づくりの道を切り開くものとなり、東関東５県の協同連帯、そしてコープネット事業連合、現在
のコープデリ連合会へと続いています。社会環境が刻々と変化する中でもさまざまな共通基盤の
整備を進め、コープデリグループ全体で着実に前進できたのは、皆さまとの信頼と共有によるも
のです。あらためて深く感謝申し上げます。

世界各地での紛争の激化、地球温暖化の進行と自然災害の発生、物価高など、いま私たちのく
らしを取り巻く環境は厳しさを増しています。このような時代だからこそ、助け合いの組織である
生協には大きな期待が寄せられています。創立以来、組合員の声を役職員全員でしっかり受け止
め、一人ひとりのくらしや願いに想いを馳せ、寄り添ってきたコープぐんまの事業と活動は、「誰
一人取り残さない」社会の実現に向けたSDGsの取り組みと重なるものです。コープデリグルー
プ SDGs 重点課題の達成に向けたスローガン「未来へつなごう」のもと、生協の特徴と強みを生
かし、事業と活動の総合力で、持続可能な社会の実現に向けてともに尽力してまいりたいと考え
ています。

私たちコープデリグループは、同じ理念 “CO-OP ともに はぐくむ くらしと未来 ”、ビジョン“食
べるしあわせ、自分らしいくらし　「ともに」の力で、笑顔の明日を”を掲げる仲間です。さらに
連帯を推進しながら、地域社会や組合員・消費者の願いを真摯に受け止め、多くの課題解決に向
けて、ともに力を合わせ歩んでいきましょう。

群馬県は、個人的にも大学時代を過ごした思い出深い地でもあります。コープぐんまがこれか
らも組合員と地域に寄り添い、組合員一人ひとりの自分らしいくらしを実現する存在としてますま
す発展されますことを心より祈念し、お祝いの言葉といたします。

コープデリ生活協同組合連合会　代表理事　理事長

熊 﨑  伸

祝辞
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コープぐんま 70周年おめでとうございます。
今からおおよそ40年程前に、桐生中央消費生協と北部県民生協、西部市

民生協の三生協が合併しコープぐんまとなりました。 その一つである西部市
民生協は、前橋市民生協の支援を受けて、昭和52年に藤岡市の地域女性組
織が中心となって多野藤岡市民生協として発足しました。

専従者は前橋市民生協職員だった藤岡在中の中嶋でした。 北海道のよつ
ば牛乳を中心に共同購入を広げ、甘楽富岡、碓氷安中、高崎に組合員を集
い群馬西部市民生協としました。 西部市民生協時代は共同購入中心でした
が、合併直前に生鮮の専門店であるみどり店をオープン致しました。

私は前橋市民生協から西部市民生協の立ち上げに関わり、3生協の合併、
北関東協同センターの発足、コープネット事業連合( 現在のコープデリ連
合会 )の発足等々に参加してコープぐんまの常務理事、専務理事、理事長、
群馬県生協連、群馬県消費者団体連絡会の会長等を務めさせて頂きました
コープぐんまの組合員の皆様と全専従者の皆様のご協力の賜物と御礼と感
謝を申し上げご報告と致します。

元コープぐんま　理事長

中 嶋  源 治

　生活協同組合コープぐんまの創立70周年にあたり、心よりお祝い申し上げます。
　戦後復興が進められていた時期に、群馬に消費者の暮らしを守る生協が組織
され、その後の高度成長、オイルショック、バブル崩壊、競争激化など、さまざま
な環境変化に適応し、幾多の困難を乗り越えてこられた多くの皆さんのご尽力
に深く敬意を表し、感謝申し上げます。
　私は2006年から１期でありますがコープぐんまの理事を務めさせていただき
ました。デフレと厳しい競争環境などから、コープぐんまの経営・財務状況は悪
化し、経営再建に向けた構造改革が急務でした。厳しい経営対策が最優先課題
である中でも、県内連帯に向けた努力も進め、高崎市民生協等への支援・再建の
取り組みを進めてきました。また、自らの経営努力と身を切る改革を進めると同
時に、関東エリアの事業連合であるコープネットに積極的に結集し、連携・連帯
を進めることで改革を加速させ、未来を切り開き、組合員と向き合いながら事業
と組織を強化してきました。
　自助・自立の不屈の努力と協同連帯の推進は、現在のコープぐんまとコープデ
リ連合会の理念を力強く支えるものとなり、また、その決断と実績は、多くの仲間
を励ますものとなりました。
　今まさに、暮らしと人権が脅かされ、平和が危機に直面し、高齢化と人口減少
により地域社会が深刻な問題を抱える中、コープぐんまへの社会からの期待も
一段と高まっています。
　創立70周年を迎え、今後ともよりよい暮らしと地域社会づくりのために、力強
く発展されますことを心より祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

前日本生活協同組合連合会　会長

前コープデリ
生活協同組合連合会　理事長

土 屋  敏 夫

寄稿
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寄稿

　コープぐんま創立70周年おめでとうございます。
　2025年は戦後80年、2026年がコープぐんま70周年ということで節目の年となりま
す。平和を願いつつコープぐんまの更なる発展（くらしを豊かに）を期待しています。
　さて、私が入協したのは東毛エリアを中心に活動していた桐生中央消費生活協
同組合が、活動を全県に広げることを目的に群馬県民生協と名称変更した翌年、新
卒第1期生としてでした。当時の群馬県民生協は店舗型生協で共同購入事業は
展開しておらず、各地域への店舗出店をすすめていました。そんな中コープかながわ
の支援を受けてミニコープ（当時はKM 店）を全県に展開していきました。一方で県
内に共同購入を中心にした生協が数多く活動していました。
　数多く活動していた生協の中で北部県民生協、西部市民生協と組織合同し、共
同購入の事業にも注力するようになりました。各県内生協とも連帯を進める中、とちぎ
コープといばらきコープ管内生協とともに共同購入の物流施設である北関東協同セ
ンターを立ち上げ、一層共同購入事業に力を注ぎました。更にコープネット事業連合
にも加盟し連帯と拠点生協づくりをすすめ、最終的に高崎市民生協と東毛生協との
組織合同で拠点生協づくりを終了しました。
　更にコープぐんまは経営改革をすすめ不採算店の閉店や大型店の出店、共同
購入センターの再構築等を進めました。
　昨今組合員の暮らしを取り巻く環境は厳しい状況です。また、流通環境も過激に
なっております。そのような中で組合員の暮らしに貢献し続けコープぐんまの改革と発
展を期待しています。

元コープぐんま　理事長

梅 澤  義 夫

　コープぐんま創立70周年おめでとうございます。
　北部県民生協は渋川市に本部を置き、群馬県北部地域を拠点とした生協として
1976年に設立しました。群馬大学生協理事会で北部地域に生協を作るのが望まし
いという理事会決定を行い、当時の群馬大学生協専務理事であった 赤石をトップ
に取り組むことになりました。初年度と2年目は赤字でのスタートと厳しい事業状況で
したが、中之条町や沼田市で取り組みを進め、第一期から第五期までの中期計画
を策定し、地域の組合員の協力を得ながら共同購入の拡大、3店舗出店など着実
に計画を達成することができました。
　その後、群馬県の生協活動をすすめるため、県内主要生協の合併が議論されて
群馬県民生協、北部県民生協、西部市民生協が合併しました。この合併までにさ
まざまな課題がありましたが、群馬県生協連や日本生協連、それぞれの生協職員や
組合員の支援を受けて事業赤字から再建活動をすすめ、店舗の大きな赤字事業
を共同購入事業の黒字でカバーをし、画期的に事業再建が実現できました。当時
の共同購入組合員の期待と協力、また共同購入職員の頑張りに感謝しています。
　さらに北関東の生協が協力し「北関東協同センター」が稼働し、連帯がすすみま
した。残念なのは県内地域生協の総統合が実現できなかったことです。
　こうして群馬県の拠点生協は実現し、群馬県と日本の生協運動の発展に今も貢
献し続けています。
　これからも群馬県における更なる生協発展に向けてコープぐんまが地域に必要とさ
れる生協となることを心より祈念し、お祝いの言葉といたします。

元コープぐんま　常務理事

赤 石  丈 夫
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寄稿

　コープぐんま創立70周年おめでとうございます。
群馬大学生協に３年勤務後、前橋市民生協に移籍した1974年は、中東紛争に伴

うオイルショックの真只中、洗剤や紙製品を始め生活物資の買い占め、高騰が消費
者を苦しめていた時期でした。また、高度経済成長の負の側面である健康被害や公
害が相次ぐ中、生協への期待が高まっていた時期でもありました。

当時の前橋市民生協は２店舗と共同購入を展開していました。共同購入は月３回、
班単位で行われ、班長さんが B４半紙１枚・40品目程度の注文書を回覧して集計、
電話でセンターに注文、事前集金をして配達時に精算していました。また、牛乳代
金は毎月班長さんが集金し、17か所の会場に出資金と共に持参する方式でした。

そうした中で広瀬団地への店舗出店では組合員が一体となって市と交渉して実現
したり、エリア内17会場での納涼祭、大勢が参加したおせち料理の試食会など、手
作りの組合員活動に支えられた消費者運動が進められていたものです。

やがて、無添加ハムや全国初の完熟トマト等の独自開発商品、日本生協連のコー
プ商品の拡充等とともに注文方式が毎週注文・翌週配達へと移行、県内生協が連携
したチラシと商品セットセンターの設置、OCR 注文方式の導入、北関東協同センタ
ーによる商品セットが実現し、今日の宅配方式の原型が作られました。

県内生協の共同仕入れ活動や合併、県域を越えた事業連合（北関東、コープネ
ット）を経て、かつてからは想像もできない程の規模と影響力を持ったコープぐん
まが、組合員の願いを実現する為、更に力強く前進されることを期待しています。

元コープぐんま　常務理事

小 林  香

コープぐんま様「創立70周年」おめでとうございます。
私なりに“コープ虹の会 ”に係る想いでを紐解いてみますと、脳裏に焼き

付いているのは会員・役員及び担当者との釣り大会に始まりゴルフ大会、そ
して県内のコープをめぐる旅行であります。

立場の異なる仲間の参加ということで親睦一色の楽しいもので、まさし
く世代間を超えた交流のなかから、学ぶことも多く素晴らしい出会いの場で
ありました。その中でも特筆すべきは、虹の会会員が一つとなってお客様
との交流を兼ねて試食会や販売会などを行う企画は、お客様の生の声を聞
くことができ、私達も楽しむことができました。もちろんのこと忘年会や新
年会等の年中行事を介してコープぐんまの皆様方とは何でも言い合える信
頼関係が構築できていったと思います。

“コープ虹の会 ”のことを語るに欠かせない方として、初代会長であった
根本運送の根本会長を忘れることはできません。豪快でありながら繊細な
面もお持ちの素晴らしい会長さんであり、どんな場合においても会員とコー
プぐんま様との橋渡しを気持ちよく引き受け奔走していただきましたことを、
今でも思い出します。

最後になりますが、県内最大の消費者団体であります“コープぐんま様 ”
が更なる歴史を積み重ね発展していくことを祈念いたしております。

株式会社 花のにしはら
代表取締役

増 子  惣 一
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理 念

組合員のくらしと未来のために
組合員の立場に立って

を大切にします。

安心と信頼
挑戦と学び

コミュニケーションと感謝

食べるしあわせ、自分らしいくらし
「ともに」の力で、笑顔の明日を

あ し た

私たちは、助け合いの心と協同の力が生みだす「ともに」の力で
未来をきりひらき、誰ひとり取り残さない社会を創ります

食の安全と安心を第一に、生産から消費のつながりをより豊かにし

おいしさ、健やかさ、楽しさ、便利さなど

それぞれの 食べるしあわせ を叶えます。

※ビジョン2035は、組合員・働く仲間がともに掲げる2035年のありたい姿を表したものです。

さまざまなライフスタイル・ライフステージに寄り添った

商品やサービス・多彩な活動で、 自分らしいくらし を実現します。

人を大切に多様性を認め合い、学びと対話を重ねながら

願いをかたちにする組織 を目指します。

地域の課題と、環境や平和などの地球規模の課題に向き合い

さまざまな組織・団体とつながり

次世代に笑顔が続く社会 の一翼を担う存在になります。

ビジョン203 5ビ ジ ョ ン

行 動 指 針

理念とビジョン………………………………………………………………………………………………… P3
Ⅰ 理念 ……………………………………………………………………………………………………P4～5
Ⅱ ビジョン ………………………………………………………………………………………………P6～7
行動指針と行動規範 …………………………………………………………………………………………… P8
Ⅲ 行動指針 ………………………………………………………………………………………………… P9
Ⅳ 行動規範 …………………………………………………………………………………………… P10～11
Ⅴ 資料
 ・ビジョン2035で実現したい社会 ……………………………………………………………… P12～13
 ・ビジョン2035策定に込めた想いや意見 ……………………………………………………… P14～15
 ・環境・くらしの変化 …………………………………………………………………………… P16～17
 ・ビジョン2035策定までの経過 …………………………………………………………………P18～19

C O N T E N T S

2

理 念
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1956 年に桐生中央消費生協として始まったコープぐんま
は、組合員の皆さまと地域に根ざした活動を続けてきまし
た。70 年の歴史を主なできごととともに振り返り、そのあ
ゆみをたどります。
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コープぐんま70年の

1960

1956 1963

1970 1975

1974

1977

1976

1980

1978

1983

1982

社会のできごと

1956年–1994年
昭和31年–平成６年

桐生中央消費生協設立

西部市民生協の設立

北部県民生協の設立

桐生中央消費生協が
群馬県民生協へ
名称変更

前橋市民生協設立

設立当初は各家庭を巡回するご用聞き制度が中心で、
薪・炭・麦・うどん粉などを取り扱っていました。

前橋市民生協が設立されました。この頃から家庭班をつくっての
共同購入利用に結集が進み、組合員も２万人にせまりました。

1975年に西部市民生協が設立、1976年には北部県民生
協が設立されました。県内各地に共同購入利用が広が
り、CO-OP商品の開発が飛躍的に増えました。また、桐
生中央消費生協は群馬県民生協へ名称を改めました。

売り場面積50坪のKM店（小型マーケ
ットの略）の展開を開始しました。地域
の組合員が出店の中心となって最大
20店舗となりました。大型店舗が増え
た影響もあり、2010年度までで営業を
終了しました。

 第１回班長会議
 ご用聞き配達中止
 全国生協大会で

　 表彰される

西（宮前）店で
セルフサービ
ス方式を採用

手集計作業からコンピュータによ
る個人注文書の発行へと改善され、
CO-OP商品を利用する仲間の輪が
さらに大きく広がりました。

第１回全国生協
組合員交流会

桐生中央生協
出張所を閉鎖

共同購入OCR導入
（個人別注文書の発行）

高崎市民 
生協設立

日本が国際連合に
加盟

60年安保闘争 大阪万博開催 山陽新幹線開通 王貞治ホームラ
ン世界記録達成

イラン・イラク
戦争勃発

韓国民主化
運動活発化

「鉄腕アトム」
放映開始

セブンイレブン
１号店開店

ロッキード事件 日中平和友
好条約締結

東北・上越新幹線
開業

KM店（ミニコープ）出店

1956

1970

1976

1975

1983

4生協による共同購入事業統一
群馬県民生協、前橋市民生協、西部市民生協、 
北部県民生協が協力して共同購入事業を統一
しました。
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1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1993年	 �JA花巻市に冷害義援金131万円、
578通の激励文を贈る

被災地支援の取り組み
特別養護老人ホームに車椅子贈呈

（組合員10万人達成記念）

群馬県民生協・北部県民生協・
西部市民生協合併

群馬県民生協・前橋市民生協
合併、コープぐんま誕生
コープネット事業連合設立

北関東協同センター設立

組合員数が10万人に
達したことを記念し
て、特別養護老人ホー
ムへ「車椅子を贈る募
金」に取り組みました。
約169万円が組合員か
ら寄せられ、15台の車
椅子が３か所の特別
養護老人ホームへ贈
られました。

群馬県民生協、西部市民生協、北部県民生協の
３生協が合併し、群馬県内全域をエリアとする
新しい群馬県民生協が誕生しました。

前橋市民生協と群馬県民生協が合併し、新
しい生協「生活協同組合コープぐんま」が
スタートしました。関東の生協の大きなネッ
トワークとなるコープネット事業連合が誕
生し、コープぐんまも加入しました。

物流センター稼働

消費税反対運動
前橋市民生協と
事業提携

東毛生協設立
ワンステップ商品運動
ミルクパック回収運動開始
東関東コープネットワーク
連帯開始

地区別総代会開始
中型店３店で発泡トレイと
ペットボトル回収開始
コープネット店舗
共同化開始

群馬県、栃木県、茨城県の３県にまた
がる「北関東協同センター」が設立さ
れ、共同購入がより一層利用しやすく
なりました。

前橋市民生協との
事業連帯活動開始

100品目値下げ運動

組合員再登録運動
コープカード発行

SM店POS化

プラザ合意 ブラックマンデー
株価暴落

消費税導入 ソ連崩壊・冷戦終結 ヨーロッパ連合（EU）発足

グリコ・森永事件 チェルノブイリ
原発事故

リクルート事件 PKO協力法成立 関西国際空港開講東西ドイツ統一

1993

1986

1984 1992
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コープぐんま70年の

1996

1995

1998

1997 1999

2000

2001

社会のできごと

1995年–2007年
平成７年–平成19年

被災地・海外支援の取り組み

1995年	 ユニセフ「ベトナム指定募金」開始
1998年	 集中豪雨被災者支援募金を実施（約154万円）
	 �震災被災者支援がんばるゾウ「一本のタオル

運動」
2001年	 �アフガン難民支援緊急ユニセフ募金を実施�

（約130万円）

2002年	 �宮城村生産者に義援金80万円と激励メッセー
ジ贈る

2004年	 �新潟水害支援、新潟中越地震支援を実施�
（義援金約780万円）

個人別配達スタート
全ての事業所でミルクパック回収義務化
中型店全店で発泡トレイとペットボトル回収開始
フランス核実験への抗議文と世界法廷運動の署名に取り組む

班長会を中止し組合員のつどいに変更
アフガンへの報復攻撃中止を求める要請文募集
共同購入冷凍冷蔵個人別セット開始
食品の安全行政を求める国会請願が臨時国会で採択

組合員15万人達成記念企
画「みんなが選んだコー
プ商品」ベスト15品目の
利用普及、２福祉施設に
介護器具等寄贈
食品の安全行政を求める
国会請願署名12万７千筆
県マイバッグキャンペー
ンに参加

ステーション供給開始
機関誌を「ほっと」に統合
環境事業推進室新設

生協創立40周年記念式典
消費税増税反対署名７万筆
地震災害における国民的保障制度を求める署名
くらしのたすけあいの会設立総会・桐生、前橋で活動開始
ミニコープ３店で発泡トレイとペットボトル回収開始

伊勢崎市宮子町にコープぐんまでは
初の大型店（450坪）がオープンしま
した。安心・安全低価格の願いをこめ
た愛称「リセロ」の名がつけられ「食」

「住」を中心に豊富な品揃えと各種サ
ービスを取り入れました。

環境マネジメント・
環境監査制度開始

阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件

BSE問題拡大 長野冬季五輪開催 介護保険制度開始

アジア通貨危機 単一通貨ユーロ誕生 アメリカ同時
多発テロ

1995

1996

阪神淡路大震災への支援
大きな被害にあったコープこうべへ、
組合員から寄せられた義援金1,450万
円を贈り、物資供給活動の協力、職員
９名の派遣などの支援を行いました。

戦後50年の節目の年には、平和コンサ
ートや戦争資料展、平和文集発行な
ど、平和への取り組みが行われ、平和
行進には多くの組合員が参加し、核兵
器廃絶をアピールしました。

平和の取り組み
岩手花巻産直10周年企画
相馬ヶ原ヘリ旅団化反対署名
沼田市民の森にブナ苗木300本植樹

リセロ宮子開店
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2002

2003

2004

2005

2006

2007

コープネット共同購入システムが統一

高崎市民生協・東毛生協・コープぐんま
組織合同
コープぐんま「理念・ビジョン」策定

コープネットグループの一員として、統一の「理念」とシンボルマークが決定しました。

総代会で高崎市民生協と
東毛生協との組織合同可決

CO・OP牛肉コロッケの偽装事件、
組合員へお詫びと返金

地区別総代会でアメリカによるイラクへ軍事攻撃
反対決議
環境マネジメント国際規格ISO14001認証取得
コープカードの変更と利用高割戻しの 
ポイント還元制度への切り換え
沼田市に沼田センター開設
高崎市にリセロ寺尾開店（石原店拡張移転）
イラクへの自衛隊派遣に反対する理事会声明

全県１会場の生協まつり「コープぐんまフェスタ2004」がグ
リーンドーム前橋で開催されました。“ありがとうの気持ち
を伝えたくて”をテーマに大物産展やイベントステージを実
施し、25,000人もの入場者で賑わいました。

５番目のリセロ型店舗で、本格
的なコープネット標準店舗と
してオープンしました。コープ
ぐんま初のショッピングセン
ターでの出店でもありました。

全農チキンフーズによる無薬飼料飼育産直若鶏偽装事件
インターネット注文システム（eフレンズ）開始
県マイバッグキャンペーン「ノーレジ袋デー」に取り組む
有事法制三法案に反対する要請署名
ボランティアさんによるリーディングサービス本格稼働

EU拡大 第１次安倍内閣発足日韓W杯開催

イラク戦争勃発 食品偽装問題が発覚京都議定書発効

2004

2006

2007

コープぐんまフェスタ開催

リセロ藤岡オープン

◀理念
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コープぐんま70年の

2009

2008

2011

2010 2012

社会のできごと

2008年–2018年
平成20年–平成30年

中国製冷凍餃子事件が発生、
品質管理・危機管理の強化と「安心・安全」の
再構築、信頼回復に取り組む

東日本大震災における被災者・被災地支援

商品への原産国・原料原産地表記やホームページへの公開、重要な
お申し出はコープネット事業連合を通じて他の会員生協へ共有する
など、安全性の確保と信頼回復に向けて取り組みました。

コープデリ宅配「地域ステーション」が稼働開始

ハッピーミルクプロジェクト開始

コープ東久方店、コープ寺尾店でレジ袋が有料化

お米育ち豚プロジェクト開始

高崎センターと中居セン
ターを統合し、高崎市八
幡町に高崎センターを
新設
ミニコープ6店舗が閉店

佐渡トキ応援お米プロジェクト開始

美ら島応援もずくプロジェクト開始

事業
放射性物質汚染による風評被害の拡大が懸念されるなか、被災地の
取引先・生産者を支援する取り組みを進めました。

被災地支援
義援金は約3,200万円（2011年３月11日～６月20日）
復興支援募金は約404万円(2011年６月21日～2012年３月16日）

東北３県へ物資・人的支援活動を行い、復興支援募金の一部(約90
万円）を群馬県社会福祉協議会に寄付、組合員による復興支援バザー
などさまざまな取り組みを行いました。

お米育ち豚の供給が開始

法人向け供給事業を開始 終身共済「ずっとあい」の取り扱いが開始

店舗でペットボトルキャップの回収が開始
夕食宅配事業開始

リーマンショック

民主党政権交代 東日本大震災発生

「はやぶさ」地球帰還 東京スカイツリー
開業

2008

2011

コープ東久方店 コープ寺尾店

東前橋センターと南前橋センター
を統合し、前橋市五代町に
前橋センターを新設
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2014

2013 2017

2016

2015

2018

被災地支援の取り組み

2014年	 関東甲信大雪被害に募金と生産者支援を実施
	 （約124万円、職員２名を派遣）
	 広島土砂災害緊急募金を実施（約154万円）
	 エボラ出血熱緊急募金を実施（約67万円）
2016年	 熊本地震地震緊急募金を実施（約1,778万円）

2017年	 九州北部豪雨災害緊急支援募金を実施（約261万円）
2018年	 西日本大雨災害緊急支援募金を実施（約1,112万円）
	 北海道胆振東部地震緊急支援募金を実施（約682万円）

CO・OP共済が契約10万件達成

桐生市で福祉事業を開始、「コープケアプランあいおい」
と「コープヘルパーステーションあいおい」を開設

消費税増税に伴い日本生協連・
コープネット事業連合とともにく
らし応援の品揃えの強化をすす
めました。

安心して地域に住み続け、利用者の日常に寄り添い
豊かにすることを目指して事業を開始しました。　

60周年で組合員数30万人突破

群馬県・沼田市と「森林整備に関する協定」を締結

「コープデリでんき」の供給開始、電気事業へ参入

コープネット事業連合がコープデリ生活協同
組合連合会に名称変更

コープネット事業連合と会員生協
の理事長連名で安保法制関連法案
に反対する声明を発表

地域・組合員から信頼される保障事業を目指しました。
JCSI調査※における保険・共済分野で３年連続「顧客満
足度１位」に選ばれました。
※�顧客満足度調査

富士山が世界文化遺産に
登録

安全保障関連法成立 アメリカ大統領にトランプ氏就任

消費税８%へ引き上げ 築地市場が豊洲へ移転熊本地震発生
「協同組合の思想と実践」が 

ユネスコ無形文化遺産に登録

2016

2015

福島の子どもを招き
３日間の保養プロジェクトを
開始（～2021年）

熊本の子育て世代へ
メッセージを送りました。

コープネットグループ「ビジョン
2025」、第１期中期計画を策定
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コープぐんま70年の

2020

2019 2021

2022

社会のできごと

2019年–2026年
平成31年–令和８年

はじめてばこプロジェクト
（上毛新聞社主催）に特別協賛

コロナ禍の取り組み

コロナ禍で多忙を極める県内医療
生協へ募金と飲料を届ける

東毛地区（邑楽町、大泉町、千代田町、板倉町）
で移動店舗事業を開始

台風19号でコープながの本部・配送センターが浸水のため
支援を実施

サービス付き高齢者向け住宅「虹の丘あいおい」とコープ
ケアあいおいデイサービスが桐生本部敷地内にオープン

ブロック委員公募制開始
学生総合共済の取り扱いが開始

これからたくさんの「はじめて」に出会う
赤ちゃんとご家族へ、童謡カードなどの
お祝いの品を特製の箱に詰めてお届けし
ています。

新型コロナウイルス感染拡大の中、大学生や感
染世帯へのフードパントリー等の支援を実施し
ました。また「シトラスリボン」運動を展開し、感
染者への差別のない、支え合いの地域づくりに
取り組みました。

組合員から寄せられた募金約975万円とコープぐんま
の寄付を合わせて合計1,000万円を県内４つの医療生
協に支援物資とともにお渡ししました。

高崎市にコープみさと店
オープン

行政と協力をすすめながら45拠点でスタートしました。

館林市と協力しコロナウイルス自宅
療養者へ生活必需品を配達

北毛保健生協 利根保健生協

「令和」に改元

新型コロナウイルス感染拡大 成年年齢を18歳に引き下げ
ロシアがウクライナに侵攻

東京五輪・パラリンピック開催

2019

2022

2020
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ビジョン2035を策定
これまで積み重ねてきた取り組みを大切にして、
組合員と働く仲間がともに掲げる2035年のあり
たい姿の実現に向けて、力を合わせて取り組ん
でまいります。

2023

2024

2025

2026

被災地支援の取り組み

2019年	 台風15号被害金支援募金を実施（約863万円）
	 台風19号被害緊急支援募金を実施（約945万円）
2020年	 7月豪雨災害支援募金を実施（約1,042万円)
2022年	 ウクライナ緊急支援募金を実施（約2,500万円）
2023年	 トルコ・シリア地震緊急支援募金を実施（約556万円）
2024年	 令和６年能登半島地震緊急募金を実施（約2,716万円）
	 台湾東部沖地震緊急支援募金を実施（153万円）
	 令和６年能登半島地震及び能登豪雨災害緊急支援募金を実施（約1,017万円）
2025年	 岩手県大船渡市山林火災支援募金を実施（約544万円）
	 ミャンマー地震緊急支援募金を実施（約354万円）
	 アフガニスタン地震緊急支援募金を実施（約37万円）

コープぐんま奨学金制度がスタート

珠洲市へボランティア活動

群馬県内に在住のひとり親・両親がいない家庭
の高校生・高等専門学生に３年間毎月１万円の
返済不要の奨学金をお渡ししています。

石川県珠洲市で、群馬の郷土料理「焼きまんじゅう」「おっきりこみ」を提供し、仮設住
宅にお住まいの皆さんと交流しました。

Ｇメッセ群馬でコープぐんまフェスタを開催

 健康経営優良法人認定を取得
 プラチナくるみんプラス認定を取得
 夏季一斉配達休業を実施

能登半島地震でコープいしかわ支援に職員を派遣
組合員35万人達成

「みんなのよみきかせ絵本大賞」に参加し県内の保育園幼稚園へ
新刊絵本を贈呈

はじめてばこのお届けが２万人に到達

コープぐんまが70周年を迎える

能登半島地震発生

侍ジャパンWBC優勝 大阪・関西万博開催

2024

2023
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あの日あの時の教訓、組合
員の声に応える組織として

関根俊彦さん（以下、関根）　山口専務
が入職された頃、コープぐんまはどのよ
うな組織でしたか？
 
山口真司さん（以下、山口）　私が入職し
て３年目で北関東協同センター※ができ
まして。茨城、栃木、群馬３県の生協が
協同して業務の効率化が進みました。そ
の後に連合会が立ち上がって全国に広が
っていったので、協同運営の先駆けとも
いえる歴史的なできごとであったと記憶
しています。
 
高田太一さん（以下、高田）　今、自分が
入職３年目で配達を担当しています。僕
からしたら山口専務は雲の上の存在です。
 

山口　私も初めに経験した仕事が地域担
当で、一番の思い出に残っています。今
でも出かけた先で、昔担当していた組合
員さんの顔がふと浮かぶことがあります
し、総代会などの場で、お世話になった
方々に声をかけていただくこともあって、
本当にありがたい気持ちになります。
 
高田　これまでのご経験の中で、特に大
変だったできごとや、それをどのように
乗り越えられたのかについてお聞きした
いです。
 
山口　そうですねぇ、大変だったという
か、これは失敗談なのですが…。
25、6歳でチームリーダーを任せられた
とき、当時は個人別配達がなくてグルー
プ配達だけでしたから、各グループの代
表さんが集まって生協について意見を出
しあう班長会があったんです。その時に

ある班長さんから個人宅に配達してほ
しいと言われまして。当時は、先輩から

「班で利用してもらって今の配達が成り
立っている。」と教えていただいていた
ので、特に検討もせずに断ってしまった
んですよ。
 
金田ゆかりさん（以下、金田）　それか
らどうなったのでしょうか。
 
山口　そうしたら、運営委員さんからす
ごく怒られまして。組合員さんがせっか
く意見を言ってくれたのになぜ検討する
と言えないのって。そのできごとから２、
３年後、首都圏で手数料をいただいて個
人宅に届けるシステムがはじまったんです。
 
高田　たまたまではなく、潜在的な需要
があったわけですね。

職員座談会
Staff  Roundtable  D iscussion  for  the  Future  of  Coop GunmaStaff  Roundtable  D iscussion  for  the  Future  of  Coop Gunma

コープ
ぐんま

らしい

和やか
な

座談会
に

なりま
した。

2026年に70周年を迎えるコープぐんま。各業態で活躍されてい
る６名の職員の皆さんにお集まりいただき、コープぐんまの歩み
を振り返るとともに、未来に向けた展望を語っていただきました。

※北関東協同センター…全国初の事業連合

24



山口　そう、あの時に個人別配達を実現
していれば、我々コープぐんまが先駆け
てできたんじゃないかとものすごく反省
しました。そのことがあって、組合員さ
んの声を大切にしなければならないと今
でも強く感じています。

だから、選ばれる
信頼される店づくり

塚田彩さん（以下、塚田）　私はコープ
ぐんま宮子店の副店長として、気さくに
質問や意見を言ってもらえる雰囲気づく
りには気を付けています。異動するたび
に自分よりこれまでのお店を知っている
職員やパートさんの意見をしっかり聞き
ながら、上司として仕事をするように心
がけています。そういったいい雰囲気は
組合員さんが見て伝わるので。

関根　店舗って今、競合がかなり出てき
ているじゃないですか。特に塚田さんの
いる宮子店は大変だと思うんですが、推
している部分や生協の魅力はありますか。

塚田　近隣の競合店にお客さんが流れて
しまうのではとお店を挙げて対策に取り
組んでいます。組合員さんに信頼しても
らっているコープ商品の展開を強めたり、
安全安心をアピールしたりだとか。ただ
強みとしては、地域にすごく密着してい
ることかなって。宮子店は30年クラスの
お店なので、長く働いているパートさん
は来店されるお客さんや組合員さんとす
ごく仲が良くて。「別のスーパーに行っ
てみたけどやっぱりコープがいいわ」と
いうお客さんの声が実際のところ多かっ
たんですよね。価格だけではなく、そこ
で働く人を見てくださっている。お店に
限らず宅配もそうだと思いますし、コー

プという名前も信頼されているんだなと
競合の出店でより感じました。

人のために、社会のために、
生協だからできること

高田　組合員さんとのできごとで印象に
残っていることがあって。僕の好きなコ
ープの商品が「伊平屋島産の太もずく」
という宅配限定商品で。これは「美ら島
応援もずくプロジェクト」という、沖縄
伊平屋島の海をきれいにする活動への募
金になる商品です。コープ商品ってご購
入いただくことで地域貢献につながるも
のも多くて。

塚田　商品を通じて、環境や誰かのため
になるところは生協の良さですよね。

高田　そうなんです。それで、ある組合

1  山口 真司  さんさん／／役員（専務理事）／／42年目

1984年入職。2022年に専務理事に就任し現在２期目。コープぐんまの経
営において中核的な役割を果たしている。

2  金田 ゆかり  金田 ゆかり さんさん／／共済部／10年目共済部／10年目

2016年に入職。パート勤務を経て共済専任職に登用され、その後、総合2016年に入職。パート勤務を経て共済専任職に登用され、その後、総合
職へとキャリアを重ねる。現在は共済部の推進リーダーを務めている。職へとキャリアを重ねる。現在は共済部の推進リーダーを務めている。

3   関根 俊彦 関根 俊彦 さんさん／／管理部（総務人事課）／23年目管理部（総務人事課）／23年目

2003年入職。藤岡センター、高崎センターなど各地でキャリアを積み、2003年入職。藤岡センター、高崎センターなど各地でキャリアを積み、
現在は管理部総務人事課として、コープぐんまで働く人々を支える。現在は管理部総務人事課として、コープぐんまで働く人々を支える。

4  塚田 彩  さんさん／／店舗（コープ宮子店）／／15年目

2011年入職。地域担当、本部とさまざまな業態を経験し、現在はコープ
宮子店の副店長として店舗スタッフの教育や、お客様の要望に応えられ
る売り場づくりを担う。

5  高田 太一  さんさん／／宅配（藤岡センター）／／３年目

2023年入職。組合員の方とのコミュニケーションを大切に、地域担当と
してコープ商品を運ぶ宅配業務を担う。組合員活動にも積極的に参加し
ている。

6  �彦部 智子  さんさん／／福祉（コープケアあいおい通所介護）／／３年目

2023年入職。前職で介護職を務めていた経験を活かし、コープケアあい
おい通所介護の管理者として、利用者の方々が毎日笑って過ごせる介護
施設を目指す。
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員さんにもずくをおすすめしたことがあ
って、最初は「主人があまりもずく好き
じゃないんだよ」と言っていたんですけ
ど、試しに買っていただいたんです。そ
の翌週、「このもずくは食べられる。す
ごくおいしかった」って感想をいただけ
て。４つ入りの全部、旦那さんがひとり
占めしちゃうくらい(笑)。それをきっか
けにその組合員さんと仲良くなれたとい
うできごとがありました。高額な商品じ
ゃないからこそ試しやすいですし、おす
すめしやすいコープ商品っていいなあっ
て思います。

彦部智子さん（以下、彦部）　素敵なエ
ピソードですね。業態をまたいで実施さ
れている社内インターンに行くとしたら、
私は宅配に行ってみたいです。今担当し
ているのは福祉事業部なのですが、福祉
とコープってかけ離れているイメージが
あったんです。ところが研修に参加して
話を聞いてみたら、宅配も「人のため
に」という部分が福祉とすごく近いなと
感じて。

高田　うれしいです（笑）。人の役に立
ちたいという主軸で就職活動をしていた
ので。
コープぐんまの説明会で、生協独自のプ
ロジェクトを通して組合員さんだけじゃ
なく、日本中や世界中の人たちにお役立
ちをしている、というお話を関根さんか
ら聞きました。その理念に共感して入職
を決めたんです。

関根　生協って、伝えれば共感してもら
える取り組みがたくさんありますから。
一般企業でやろうと思ってもなかなかで
きないような良い取り組みも多いので、
就職説明会に来てくれた方に伝えるポイ
ントとしていつも意識しています。

彦部　私が担当しているデイサービス業
務ではご利用者さんが毎日笑って過ごせ
る、ということを一つの目標にしていま
す。高齢者の方々が希望を持って最期ま
で生きられるような希望や楽しみのある
介護施設をつくりたいと思っています。

金田　コープではないんですが、うちの
祖母がデイサービスに通いだしてすごく
明るくなったんですよ。デイサービスっ
てあまり近い存在ではなかったんですけ
れども、すごく身近に感じていますね。

彦部　金田さんの第一印象、すごく笑顔
が素敵で。すぐに人と打ち解けられそう
だなって、私もそんな雰囲気がほしいな
って思いました。どんなことに配慮され
ているんですか。

金田　こう言ったらあれなんですけど、
顔つきかもしれない(笑)。でも笑顔は絶
対忘れないようにしています。
宅配や福祉と違って毎週お会いする方で
はないので、１回きりのお付き合いにな
ってしまうかもしれません。だからこそ
組合員さんが私と話をしてすごく楽しか
ったなと思ってもらえるように120%の
対応を目指しています。

業態を超えて広がる、
助け合いの精神

高田　事例発表会や研修で他の業態の方
とお話をしたときに、人とのかかわりを
大事にしていることや、生協ならではの
寄り添う力が存分に発揮されていること
はどの業態も共通している気がしました。
組合員さんや周りの職員から支えられて
いると感じる機会が非常に多いです。

彦部　前職は介護事業のみの職場だった
のですが、コープぐんまでは、福祉にあ
まり関わっていない方々の疑問を聞けた
り、意見交換したりできるのはすごく貴
重だと感じています。福祉そのものにつ
いて考えるきっかけにもなるので、転職
してすごくよかったと思っています。

関根　情報交換できる場は多いかもしれ
ませんね。複数業態がある分、お互いの
仕事についても理解を深める機会は重要

かなと思っています。
全業態が集まって行う事例発表会も、も
ともと組合員さんからいただいたお褒め
の言葉や各事業所での良い取り組みをみ
んなで共有して、お互いに称え合って組
織全体を元気にしていこうという思いか
ら始まっています。

山口　仲間のすばらしい事例を称賛し合
うことで、横のつながりも大切にする組
織となるようにと。僕は部下、上司って
意識しないようにしているというか。信
頼し合って何でも話せる関係を築いてい
くことが一番いいんじゃないかと思って
います。生協って助け合いの組織なので。

関根　近年は入職２、３年目の職員で業
態をまたいだ研修をしていて、高田さん
と彦部さんにも参加していただきました。
自分が生協を選んだ理由やお互いの仕事
内容を知っていただくことで、さらに生
協全体を理解して自分たちの組織に誇り
をもって働いてもらいたいという意図で
研修を組んでいます。

“ コープぐんまがいい ” と
思える、思われる
組織を目指して

塚田　小さな子供たちに楽しんでもらう
ためのイベントなど、子育て世代のお客
様に寄り添う取り組みを行ってはいます
が、まだまだかなって。お店としても、
地域に貢献するうえでも、子育て世代の
ニーズに応えていければと思います。長
く利用されている年配の方には既に安心
して来てもらえるのが宮子店のいいとこ
ろかなと感じているので。

関根　総務人事課としては、コープぐん
まの制度をどんどんいいものに整備して、
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働く人たちにやっぱり生協で働きたいと
思ってもらえる組織にしていきたいです。
あとは他社から見て「コープぐんまの制
度をうちも取り入れてみよう」といった
群馬県内の企業の先駆け的存在になれれ
ばいいなと考えています。

高田　最近ですと能登半島地震後の事例
発表会で、救援に向かった職員の方々か
ら当時の状況を伺いました。コープぐん
まは、群馬から日本中に支援を届けるこ
とを大切にしていて、そこは誇れるとこ
ろだと思っています。生協の「お役立ち
の精神」が他の団体や企業にも広がって
いくことで、今後の日本を支える力にな
っていくんじゃないかなと思います。

塚田　やっぱりコープがいいよねって最
終的に選んでもらえるお店や組織であり
たいですよね。そのために誠実に組合員
さんやお客さまに対応していくことを心
がけています。

金田　ゆりかごから墓場までずっと寄り
添っていけるような…コープぐんまは暮
らしのインフラであり、心の拠りどころ
なのかなと。共済や食品、生活必需品の
お届けももちろんですが、困ったときに
なんでも相談ができる、安心できる存在
でありたいと思っています。

彦部　人のためにという思いが強い組織
だと感じているので、地域のみんなにと
って「ここにコープぐんまがあるから安
心できる」と感じられるような組織にし
ていきたいですね。

「人」を大切に
未来の仲間に向けた
メッセージ

関根　これから AI の発展などで DX※が
加速して、業務が効率化されてくると思

います。ただ、やはり生協って「人」が
すごく大切だと思うんです。働く人との
つながりもそうですし、働く職員と組合
員とのつながりもそう。世の中がどんな
に便利になっても、そこだけは変わらず
に生協の根幹として残して伝えていって
ほしいです。

高田　今はスマホやパソコンが当たり
前の時代で、資源を大事にする意識や
SDGs の考え方も広がっています。そう
いう流れの中で、組合員さんも変わって
いかないといけない状況だと思うんです。
例えば、紙の利用を減らすためにスマホ
やパソコンからの注文を呼びかけていま
す。実際に使ってみるとすごく便利で、

「すすめてもらってよかった」って言っ
ていただけたこともあって。組合員さん
一人ひとりに対して自分に何ができるの
かを考えて動くことが大切だなと感じて
います。

金田　私からは未来の職員に。今年から
お盆の週が宅配も全体もお休みになりま
した。組織全体がお休みする流れになっ
たことは、すごいなあと。まだまだ生協
を良くしていこうという気持ちがあるの
で、本当に伸びしろのある組織だと伝え
たいです。

塚田　入職してから、働き方についての
制度や考え方はかなり良くなってきてい
ると感じています。将来的にさらに良く
なる。意見を言いやすい環境を自分たち

でも作っていきたいですし、未来の職員
さんにも意見を出してもらいたいです。
災害とかパンデミックとか、今後も大変
なことは起きてしまうと思うんですよ。
そうした状況に合わせてやり方を変えて
いかなきゃいけないと思うんですよね。

「ともに、みんなで助け合う」という根
本を大切にしながら、変えるべきところ
は変えて、組合員さんに寄り添っていき
たいと思います。

彦部　私はやっぱり楽しく働けることが
一番だと思うので、そういった環境づく
りやコミュニケーションですかね。失敗
したり困ったりすることもあると思いま
すが、なんでも話せる環境でお互いに支
え合える組織にしていきたいと思ってい
ます。「今日も頑張った、充実した日だ
った」と思える、そんな働き方が一番い
いのかなと。そこを目指して一緒に頑張
っていける未来の職員さんをお待ちして
おります。

山口 　いつも新入職員の皆さんに伝えて
いるのは、協同組合で働いていることに
誇りを持ち続けてほしいということ。
そして組合員さんには、声を発信し続け
てほしいと伝えたいです。組合員さんの
声で生協ならではの商品が生まれたり、
今ある商品をもっとよくしていけたりす
る組織ですから。職員を通じてでも、「こ
えのポスト」からでも、組合員さんそれ
ぞれが伝えやすい方法で、ぜひ意見を聞
かせてほしいなと思います。

※DX…�デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）の略。デジタル技術によって商品やビジネス、業務、企業文化等を変革すること。
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み ん なそれ ぞ れ 、
活 動 参 加 のきっか け

女屋美由紀さん（以下、女屋）　まず
は、コープぐんまとの出会いから話しましょう。
25年前に前橋に引っ越してきて、コープの
お店で「一緒に宮子コープ会で活動しま
せんか」という掲示物を見たことがきっか
けです。引っ越してきたばかりだったので、
活動の中で知り合いができればと思った
んです。

滝川愁子さん（以下、滝川）　私もコー
プ会からです。９年前くらいに幼稚園のマ
マ友から紅茶の学習会に誘われて。宅
配は利用していましたけれど、そうした活
動があることは全然知らなくて。そんな活
動があるんだ、と思って入会しました。

新井弓佳さん（以下、新井）　私は
SNSで同じ月生まれの子のママたちが集
まるグループを見つけて仲間に入りました。
そのうち子どもが大きくなって、遊ばせる場
所を探しているとき、コープの組合員室を

借りられることがわかり、子育てグループを
作ったのがきっかけです。18年ぐらい前の
ことですね。

渡邊里枝子さん（以下、渡邊）　コー
プとの付き合いは、子どもが小さい時に
住んでいたアパートで、共同購入の仲間
に入れてもらったのが最初です。利用し
始めて30年以上経ちます。コープ会の活
動には一番下の子が幼稚園に入ったと
きに、ママ友から誘われて参加しました。
13年くらい前ですね。夕食宅配が始まっ
た頃で、「無料で試食できるよ」みたいな
感じで。それがきっかけです。

橋爪寛子さん（以下、橋爪）　私は15
年ぐらい前です。コープ会に入る前にはエ
リア（現ブロック）の組合員活動で企画
に参加したり、商品委員会に参加したりし
てコープに関わりを持っていました。その
後コープ会を作って何年か活動に参加し
たのちにエリア委員になって、いちご狩り
の企画などに携わりました。

大 変 だ ったことも 、
やりが いと喜 び に

女屋　いちご狩り、懐かしいですね。私
は「ピースクラブ」という子どもに平和の
大切さを教える活動が一番印象に残って
います。活動の中で、引率者として子ども
たちを広島へ連れて行きました。一般参
加者としても、長女と長野県の松代の大
本営の壕に一緒に入る体験ができました
し、三女が高校生の時には一緒に沖縄
戦の跡に行けました。子どもたちと面と向
かって平和について話すのは、なかなか
できないことじゃないですか。単なる旅行
じゃなくて、普通だったらできない経験が
生協に携わることによってできたことは、す
ごくよかったなと思います。

新井　私が一番印象に残っているのは、
生産者さんとの取り組みです。10年前に
新しい生産者さんと収穫体験を始めるこ
とが決まりまして。そのとき取り扱ったのは、
アレッタという組合員さんたちにもあまり知
られていない品目で、若い生産者が作り

女屋 美由紀 さん
組合員監事１期目

➡︎ �ブロック委員４年、地域区分
理事２期、全域組合員理事３
期を務める。

お気に入りのコープ商品
お米育ち豚のバラ凍結

新井 弓佳 さん
全域組合員理事２期目

➡︎ �ブロック委員８年、地域区分
理事３期を務める。

お気に入りのコープ商品
骨取りさばの味噌煮

組合員 組合員 座談会座談会

利利用者として、そして運営者として。コー用者として、そして運営者として。コー
プぐんまを支える多くの組合員さんをプぐんまを支える多くの組合員さんを

代表し、深いつながりのある理事の皆さん代表し、深いつながりのある理事の皆さん
に、これまでの組合員活動やコープぐんまに、これまでの組合員活動やコープぐんま
への想いを語っていただきました。への想いを語っていただきました。
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始めたのでぜひ応援したいと、組合員さ
んに募集をかけました。当初、その生産
者さんは組合員交流には懐疑的だった
のですが、収穫を一緒にやることで、組
合員さんは生産者さんの大変さを知るこ
とができるし、生産者さんは消費者の意
見を聞くことができる。お互いにとってメリッ
トがあることだからとお願いして、毎年やり
続けました。そうしたら回を重ねるごとに生
産者さんもすごく協力的になってくださって。
今年の収穫体験はその生産者さんの紹
介で別のところに引き継いで開催すること
もできて。やり続けてきてよかったって思い
ましたね。

橋爪　やり続けることってすごく大事だと
思います。私の話になるんですが、６人く
らいのブロック委員の仕事量を３人で回
していた時期があって。そのときは本当に
大変でしたが、自分たちが考えた企画に
多くの組合員さんが参加してくれることが
一番うれしかった。３人でも活動量を減
らさずにできたことはよかったと思います。

渡邊　大変だったこと…。私は８年くら

い前、ブロック委員で委員長を務めたとき
に司会進行や次第の作成が必要になっ
たときですね。当時はパソコンができなく
て、手書きでもよかったのですが、資料を
ちゃんと作りたくてパソコン教室に通いました。
パソコンも購入して、なんとか最低限のこ
とはできるようになりました。今の自分の糧
にもなっているので、結果としては良かっ
たなと思います。あと印象に残っている活
動は「ふれあい試食会」。今はコープぐん
まフェスタとして大きなイベントになっていま
すが、以前はイベントをブロックごとに開催
していましたよね。コープ会も一丸となって
メーカーさんとのやり取りから、みんなで
一からイベントをつくりあげたことはすごくい
い思い出です。

滝川　私は、「ふれあい試食会」があっ
たことは知っていましたが、運営側に回る
までは参加したことはありませんでした。コ
ープ会では周りの友達が積極的に活動
していて、料理教室や親子のバス企画、
学習会など、いろいろ体験させていただ
きました。ブロック委員さんに声をかけて
いただいて委員になったものの、ちょうど

コロナ禍と一緒のタイミングだったので何
の活動もできなくなってしまって。やっと企
画して、募集を出して、参加者さんも来て
くれたけれど、警戒レベルが上がって中
止になってしまう。そんなことばかりでした。
やりたいことができなかった時期が一番つ
らかったなと今は思います。コロナ禍が明
けて、いろいろな企画ができるようになる
と徐 に々参加者さんも増えてきました。冬
休みの親子企画で玉ねぎ染めをやったこ
ともあります。そこで食品ロスのお話をしま
した。ホームページでも公開しているコー
プの「もったいない商品」や「もったいな
いレシピ」をお伝えして、お子さんたちの
学びにもつなげてもらう企画でした。企画
するときにいつも考えるのが、コープの商
品を食べてもらっておいしいねってだけで
はなく、少しでも勉強になったと思ってもら
える企画ということ。「来てよかった」と言
ってもらえるのがいいなと思っています。

栗原千香恵さん（以下、栗原）　私は
この部署にきてまだ10年経っていません。
それまでは組合員活動には全く携わって
いませんでした。ただ、ずっと理事さんと

滝川 愁子 さん
地域区分理事１期目
西毛ブロック

➡︎ �ブロック委員４年を務める。

お気に入りのコープ商品
お米育ち豚のロースとんかつ

橋爪 寛子 さん
全域組合員理事１期目

➡︎ �ブロック委員８年、地域区分
理事２期を務める。

お気に入りのコープ商品
フィッシュソーセージ

栗原 千香恵 さん
職員（総合企画室）/８年目

➡︎ �1992 年入職。組合員活動の
企画や広報活動を中心に担う
総合企画室課長。

お気に入りのコープ商品
北海道粒コーン
宅配限定ベビーチーズ

渡邊 里枝子 さん
地域区分理事２期目
東毛ブロック

➡︎ �ブロック委員５年を務める。

お気に入りのコープ商品
セフター（洗剤）
ソフター（柔軟剤）
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一緒にいろいろなことをつくりあげたいと思
っていて、やっと叶ったのがここ最近なん
です（笑）。コロナ禍の４年間は、どうや
って活動を広げていくかと模索しながらの
活動でした。一方で、コロナ禍があった
からオンライン化も進みました。それまでは
「オンライン？何のこと？」みたいな状態だ
ったのが、一歩踏み出せるようになった
時期ですね。ただ、コロナ後の再開時に
はコツがつかめませんでした。再開後すぐ
のレタスの収穫体験では、感覚が鈍った
なと感じたときがありました。４年間やらな
いだけでこんなにだめになっちゃうんだって、
すごく反省しました。

生 活 に 寄り添 ってくれ る 、
信 頼 感 が 魅 力  

新井　私が感じるコープぐんまの魅力は、
困った時だけじゃなくて、ふとした瞬間そ
ばにいてくれる存在だということ。生活に
寄り添ってくれて温かさがあるのがコープぐ
んまの魅力だと思います。

渡邊　東日本大震災のときやコロナ禍な
どでお買い物に行けない中、コープは本
当に頼りになったと思いますよ。困ったとき
の助けという役割も担ってるんじゃないか
なと。それから、以前、子育て中に配達
に来てくださっていた人とは頻繁にコミュニ
ケーションをとっていました。「人」との付
き合いができるという点も魅力ですね。

女屋　お店もあって、宅配もあって、移
動店舗もあって、介護施設もあってと、生
まれてから高齢になるまで、いつまでも身
近に寄り添ってくれる存在がコープの魅力
だと思います。ドラッグストアやスーパーも
あるけれど、コープぐんまを利用する人は、
安ければいいというのではなくて、コープ
が好きでコープ商品も好きで、そんなふう
に組合員さんに愛されている存在だと思
います。

橋爪　子育て世代やお年寄りには、絶
対的に信頼されている部分があると思い
ます。企画では、お子さん連れの参加者
が多いですね。子どもがいる人が最初に
参加してくれて、コープの商品の魅力をど
んどん知ってくれて、そのお子さんたちが
成長していく姿を続けて見られるのはうれ
しいことです。また、お年寄りで買い物な
どに困っている人が結構いるので、宅配
が助かるという声は非常によく耳にします。
県北など雪が降るところは配達がすごく大
変なんですが、休まずきちんと届けてくれる。
配達員さんも都市部だけではなく、どこの
センターに行っても配達できるようにしてい
るのがコープぐんまのいいところですね。

滝川　降雪がひどくても、組合員さんが
いれば配達に行くわけですものね。

栗原　県境を越えない限りは、嬬恋も、
草津も、みなかみも行きますよ。

橋爪　コロナのときも感謝されましたけれ
ど、雪がひどい時はすごく感謝されますよね。
飲料など重いものを玄関まで運んでもらえ
ることはありがたいことです。

これ から 先 、
1 0 0 周 年 を 見 据 え て

新井　変わらないでほしいところは、や
はり「組合員さんあってのコープぐんま」
ってこと。逆に変わってほしいことは、も
っとチャレンジしてほしいということ。もっと
広げるためのチャレンジが必要だと思いま
す。前例がないからと却下するんじゃなくて、
新しいアイデアはどんどん取り入れてチャレ
ンジしてほしいです。

滝川　今の人のニーズに沿ってやってい
ってほしいし、私たちもやっていかなきゃ
いけないと思います。ただ、70年続いてき
た歴史とつながりは切り捨てることなく大事
にしていきたい。例えば、総代さんを辞め
られた後もちゃんとお付き合いしていける
とか。ちゃんとつながっていられるような身
近な存在であってほしいなと思います。

女屋　組合員さんを大切にするのが一
番だと思うんですが、一方には生産者の
方がいるということを常に忘れないでほしい。
普通のスーパーだと作っている人の顔が
全く見えないけれども、生産者との交流
会などがあって、顔が見えるところは生協
のいいところです。理事をしていたときに
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いろんな生産現場に行かせてもらいまし
た。例えば、シラス漁で揚がったシラスの
作業。あの小さなシラスを目で見分けて、
商品にならないものをピンセットみたいな
道具ではじくんです。自分たちの手元に届
くまでの生産者さんの苦労や思いは忘れ
ないでいきたいなって思います。それから今、
どんどんデジタル化が進んで、スーパーな
どで無人でもレジが通れるような形が出て
きています。そういったこともチャレンジして
もらいたい。その反面、デジタル化につい
て行けない方もいるので、一人一人を大
切にしていただきたいという思いもありますね。

渡邊　私が変わらないでほしいと思うのは、
やはり「人と人のつながりを大事に、いつ
も隣にコープ」。どこからでもいつでもだれ
にでも頼られるコープであり続けてほしい
です。変わってほしいところは、コープって
社会的貢献もたくさんしていますが、それ
を広くお知らせしてほしい。奨学金制度も
始まりましたし、地域で頑張っている団体
さんへの助成もしてますし、もちろん子育
てひろばとかもありますね。もっと広報活
動を強化することで、コープのよさを幅広く
知っていただきたいと思います。

滝川　市町村との見守り協定とか、知ら
れていないですよね。私も組合員活動を
始める前は知りませんでした。組合員活
動のいいところは、子連れでもできるところ。
子どもが夏休みの間は活動を少なくするな
ど融通が利かせられることがいいですね。

橋爪　私は、今のまま組合員活動を重
視し続けてほしい。利益だけを求めて組
合員活動を縮小化されてしまうとコープぐ
んまらしさがなくなっちゃうので。そのため
の担い手をどういうふうに獲得して、成長
させていけるかが今後の課題だと思って
います。私たち半分ボランティアなので、そ
こを理解してもらうのが難しい。コープぐん
ま側も今後、いろいろ待遇を考えてもら
わないといけないと思います。今までやっ
てきたことを受け継いでくれる人たちが本
当に必要だし、伝えていきたいと思うので。

滝川　活動の中でメーカーさんの学習会
など、学ばせてもらえる機会があって、す
ごく視野が広がります。普通の主婦では
経験できないことができるのですが、参加
してもらわないと伝えられないですよね。

新井　まず子育て世代の方に担い手に
なっていただいて、その先も続けていただ
ければと思いますが、退職されて時間に
余裕がある方に、これからの自分探しとい
う意味で参加していただい
てもいいと思います。

滝川　子育て中の方は休
日に出られないこともあるの
で、幅広い世代の方が各
ブロックにいるといいですね。

栗原　コープぐんまの職員
としては、組合員さんあっ

ての生協だと思うので、これからも組合員
さんの声を形にしていくことが変わらない
でいくところかなと思います。組合員活動
には経費もかかりますが、事業で黒字を
出して活動を継続してできるようにすること
が我々の使命です。社会貢献活動など
の広報もお金をかけているわりには、組
合員さんにもあまり知られていないことが
問題だと思っています。チャレンジしたいこ
ととしては、それぞれの分野の商品があり
ますが、一番の目的は商品を知っていた
だくことなので、それを組合活動と連携し
てやっていきたいと思っています。

新井　これまでの70年間で、安心安全
の商品を届けているのが生協だってわか
ってもらったので、これから100周年には、
もっと別の「コープといえば」という言葉
が出てきたらうれしいですね。今、それを
考えています。とにかく「そばにいてくれる
のがコープだ」みたいな、いろんな面で
いつもそこにあるよねっていう存在になっ
てほしいと願っています。
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●共済部／金田ゆかりさん

●専務理事／山口真司さん ●組合員監事／女屋美由紀さん

●全域組合員理事／新井弓佳さん

●総合企画室／栗原千香恵さん

●コープ宮子店／塚田彩さん

●地域区分理事／滝川愁子さん

●管理部総務人事課／関根俊彦さん

●藤岡センター／高田太一さん

●コープケアあいおい通所介護／彦部智子さん

●全域組合員理事／橋爪寛子さん

●地域区分理事／渡邊里枝子さん

職員・組合員を代表し、座談会に参加いただいた皆様に

直筆メッセージを頂戴しました。

7070周年のコープぐんまへ周年のコープぐんまへ
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コープぐんまの 70 周年を記念して、2024 年 12 月からス
タートしたインタビュー企画です。コープぐんまの組合員
の皆さまにお話を伺い、広報紙「ほっと」やホームページ
でご紹介してきました。
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　群馬県前橋市　

羽鳥とみ さん

ープデリ宅配を利用している羽鳥とみさんは今年で
100歳。約60年間生協を利用しています。「コープ

を愛しているからね。」と、言って笑った羽鳥さんとコープ
ぐんまのつながりのお話を伺いました。
　羽鳥さんは1924年生まれ。16歳の時に太平洋戦争がはじ
まり、19歳の時には労働力不足を補うためにつくられた女
性の勤労動員組織「挺

ていしんたい

身隊」として工場で働いたそうです。
コープとの出会いは1966年。前橋市内で組合員への誘いか
けをする「仲間づくり活動」の中で、コープ職員と出会い
ました。
　人のお世話をすることが大好きな羽鳥さんは生協に加入し、
「仲間づくり活動」に参加することを決めました。コープ職
員から生協の成り立ちの話を聞き、グループ名を「ロッチ
デール班」と名付けました。生協のはじまりは1844年、イ
ギリスのロッチデールという町で、28人の労働者が、自ら
の手でより良い社会を生み出そうと「ロッチデール公正開拓

者組合」を設立したことがはじまりなので、そこから名前を者組合」を設立したことがはじまりなので、そこから名前を
取りました。近所の方々に声をかけ、一時は20人程に仲間取りました。近所の方々に声をかけ、一時は20人程に仲間
が増えたこともあったそうです。が増えたこともあったそうです。
　配達方法も現在とは異なっており、たまごは小分けにさ　配達方法も現在とは異なっており、たまごは小分けにさ
れておらず、人数分が箱に入って届くので、毎週仕分けがれておらず、人数分が箱に入って届くので、毎週仕分けが

必要必要でした。量りを使用して１㎏に分けるのですが、卵の
大きさは不揃いなので個数は同じでも１㎏に満たないことも
しばしば。「仕分けをするお当番さんは大変な役回りですよ
ね。」と、懐かしそうにお話をされていました。牛乳も毎朝
ビンに入って当番宅へ届き、取りに来るのを忘れてしまった
お宅に羽鳥さんが届けることもあったそうです。
　コープぐんまの活動以外にも、婦人会や老人会などのボラ
ンティアに参加。趣味は詩吟や書道、三味線など活動的な
羽鳥さん。忙しい毎日でも宅配のご利用を続けており、コー
プぐんまの活動を支えてくださっています。
　「戦争中は食べるものも着るものもなかったし、お金も無
くてたくさん苦労をしたけれど、今は幸せです。生きていれ
ば人生は楽しいですよ。前向きに生きていかないともったい
ないですからね。」と、お話をされる羽鳥さんの笑顔はとて
も輝いていました。
　現在ロッチデール班は３人になりましたが、羽鳥さんは
毎週すべてのカタログに目を通し、ご自身で注文書に記入
をされているそうです。
　人生の半分以上をコープぐんまと一緒に歩んでこられた羽
鳥さん。いつまでもお元気で素敵な笑顔が輝きますように。

コ
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生協生協ととともにともに
Together with the CO-OP
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　群馬県大泉町　

大泉コープ会の皆さん

回は30年以上活動をしている「大泉コープ会」の
皆さんにお話を伺いました。

　「コープ会」はコープぐんま組合員組織の1つです。
　コープ商品を試食、使用をして良さを知り、地域の方へ
伝えるなど、組合員が自主的に活動することを目的として
います。
　大泉コープ会は水澤さん、根本さん、川村さん、細谷さ
ん、大内さん、加藤さん、新宅さん、谷井さんの8人で活
動をしています。
「現在はありませんが、当時はコープ大泉店で活動をしてい
ました。月に一度、コープデーという店舗イベントに参加
をして、店頭で焼き鳥を焼いたり、野菜を販売していまし
た。他にも、地域のイベントに出展をして焼きそばを作っ
たりしたこともありましたよ。」と、お話をしてくださいま
した。
　コープ会活動の中で、一番の思い出について伺うと「小
布施の産地見学会」と、皆さん口をそろえておっしゃって
いました。
　コープ会では、コープ商品学習のために、産地や工場見
学に行くことができます。大泉コープ会の皆さんは長野県
小布施町の産地見学会を2003年から2016年まで続けたそ

うです。
　「初めて小布施へ行った時は、宅配センターの職員とコー
プ会のメンバーで行きました。当時は職員がコープ会に参
加をしていたんですよ。その後は観光バスを借りて行くよ
うになりましたが、企画が評判となり、あっという間に定
員になる人気企画になりました。長時間の移動で参加者が
飽きないように、クイズや腹話術などを企画して盛り上げ
たり。バス見学会は10年以上続き、生産者の皆さんとは長
いお付き合いになりました。対応いただいた生産者の皆さ
んはご苦労があったと思いますが、「大泉コープ会の皆さ
んには毎年来ていただいているから」と、ご親切にしてい
ただきました。とても楽しかったですね。」
　現在も新たなメンバーを加えながら活動を続けている大
泉コープ会の皆さん。これからも皆様で楽しく元気に過ご
されることを願っております。

今
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　群馬県桐生市　

須藤よし子 さん　押見栄子 さん

３回のインタビューは、桐生市でコープデリ宅配を
ご利用いただいている押見栄子さんと須藤よし子さ

んです。押見さんは30年以上、須藤さんは約５年間コープ
デリ宅配を利用されています。そんなお２人にコープデリ宅
配を始められたきっかけのお話を伺いました。
　押見さん「私がコープデリを始めた30年前は、現在と
違って食品添加物についてあまり問題にされていない時代
でした。食品の安全性にこだわる生協の考え方に共感して、
コープデリを始めました。
　最初は親戚と一緒にグループ利用をしていました。当時
はグループでしか生協を利用することができず、今の場所
へ引っ越してからは何年か休止をしていましたが、個別配達
をしてくれるようになったことがきっかけで再開しました。」
　押見さんは地域の活動に積極的に参加されており、コー
プぐんまのリーディングボランティアにも参加していました。
リーディングボランティアはリーディング（目の不自由な方

が生協を利用する際、カタログ内容などを音声（CD）にしてが生協を利用する際、カタログ内容などを音声（CD）にして
お届けするサービス）の吹き込みボランティアです。押見お届けするサービス）の吹き込みボランティアです。押見
さんは「生協ではこんな活動もしているのかと知り、楽しさんは「生協ではこんな活動もしているのかと知り、楽し
みながら参加をしていました。」みながら参加をしていました。」と、お話をしてくださいま
した。した。

　須藤さんがコープデリを始めるきっかけは、押見さんが
自宅へ遊びに来ていた時に、コープぐんま職員が宅配の説
明に来たことでした。ご近所の押見さんの提案でグループ
利用を始めたそうです。
　須藤さん「私は家族の健康のため、１日の塩分摂取量を
計算しながら料理を作っています。コープデリではカタログ
に栄養情報が記載されているので、確認をしながら購入を
することができます。お店で買おうとすると、１つ１つ調べ
るので大変ですが、コープのカタログは、ここに書いてあ
るというのがわかっているので安心して購入ができます。」
　須藤さんが入院したとき、家族の為にコープデリの夕食
宅配を利用したそうです。「夕食宅配のお弁当には塩分調整
商品があり、とても助かりました。」とおっしゃっていました。
現在はお買い物の大部分をコープデリで購入し、カタログ
に掲載されているレシピを見ながらお料理をするのが楽し
いとのことです。
　押見さんと須藤さんは「コープの宅配はとても助かります。
２人で届いた商品について情報交換をしたりしますよ。」と、
とても楽しそうにお話をしてくださいました。これからもお
２人の生活に笑顔があふれますように。

第
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　群馬県前橋市　

久保田理恵子 さん

保田さんが生協を始めたきっかけは、お子さんの誕
生でした。近所の方に誘われて、当時住んでいた

埼玉県のさいたまコープ（現コープみらい）でグループ購
入を始め、群馬県に引っ越しをしてからもコープぐんまで
利用を続けていらっしゃいます。
　久保田さんはコープデリを中心に食材を購入し、冷凍と
んかつやからあげなど、アレンジがしやすい商品を気に入っ
て購入をしていました。献立のメインをコープ商品で考え、
足りない物だけを買いに行くことで、食費を節約できたそ
うです。「コープ商品は高いと言われますが、私は経済的
に使うことができました。」と、笑顔でお話をしてください
ました。
　久保田さんのお宅へ配達をしている担当者は、おすす
め商品の提案やコープ共済の相談など、久保田さんに寄り
添った対応を続けてきました。
　久保田さん「担当者さんには父のことも対応していただ
きました。近くに住んでいた父もコープ商品が好きだった
ので、一緒に購入をしていましたが、『お父様ご自身で注文
をしてみるのはいかがですか？』とご提案をいただき、父
の見守りも含めて配達をしていただきました。父も楽しく
コープデリを利用していたので、親子共々お世話になりま

した。」
　久保田さんは毎週担当者に会うことで温かい人柄を感じ、
親身な対応は商品配達をするだけでなく、信頼できる存在
であることを感じさせてくれたそうです。
　久保田さんがボランティア活動の相談をしたときも、「キッ
ズサポーター」を紹介してくれました。キッズサポーター
とは組合員さんが参加する企画の時に、託児サポート活動
を行う組合員活動のことです。
　以前、保育士をされていた久保田さんは早速登録をし、
子ども達やサポーターメンバーとたくさん交流をしたそう
です。
　現在は退任をされていますが、「サポーターメンバーは
皆さん素敵な方ばかりで、とても楽しかったです。」と、笑
顔でお話をしてくださいました。
　ボランティア活動も積極的に行っていた久保田さん。今
後もお変わりなく、楽しくコープのご利用を続けていただ
けますように。

久
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　群馬県大泉町　

神長明美 さん

長さんがコープデリ宅配を始めたのは2020年。
きっかけは大泉町文化協会のお友達に誘われたこ

とでした。
　大泉文化協会は、舞踏や書道など16のサークルの連合
会で、サークル活動のほか、芸能展示発表会や文学歴史
散歩などの事業を通して、大泉町の文化芸術の発展に寄与
しています。神長さんが参加しているレクリエーションダ
ンスは、さまざまなダンスの動きを取り入れた振付が特徴。
ゆったり踊ったり、激しく体を動かすポップスまで自由に
踊りを選択できるので楽しく健康づくりができます。
　美術や音楽が好きな神長さんは大泉町文化協会のレクリ
エーションダンスサークルに参加し、25年間続けています。
　神長さんにコープデリのご利用についてお話を伺いまし
た。
　「お気に入り商品はコープデリで注文する岩塚製菓のしょ
うゆ揚げ餅です。コープデリを始める前にお友達からいた

だき、今は毎回購入をしています。サクっとやわらかくてだき、今は毎回購入をしています。サクっとやわらかくて
一度食べたらやみつきになりました！食べきりサイズがと一度食べたらやみつきになりました！食べきりサイズがと
ても気に入っています。また、身体づくりを意識して、納ても気に入っています。また、身体づくりを意識して、納
豆などたんぱく質を取るように心がけています。先日初め豆などたんぱく質を取るように心がけています。先日初め
てコープの国産大豆中粒納豆を購入して食べたらとてもおてコープの国産大豆中粒納豆を購入して食べたらとてもお

いしかったです！食品以外では、雑貨類を頻繁に購入していしかったです！食品以外では、雑貨類を頻繁に購入して
います。最近購入しいます。最近購入した干支の置物はとてもかわいらしくて
気に入っています。CDも発売日から間もないうちに掲載
されるので便利です。コープデリチケット『ライフナビ』
から、川中美幸さんのコンサートにも行きました。とても
楽しんで注文をしています。」
　コープデリを利用することで、日常生活がより便利にな
るだけでなく、大切な人々とのつながりが深まっています。
グループ購入をされている神長さん。グループ内にはレク
リエーションダンスの先生、歌の先生もいらっしゃるそう
で、コープ商品の話題で度々盛り上がるそうです。おしゃ
べりの時間は神長さんにとってかけがえのないひと時であ
り、コープデリを介してその時間がより豊かになっています。
　健康的で充実した日々を送られている神長さん。これか
らも笑顔あふれる日々を過ごされますように。

神
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　群馬県渋川市　

塩谷裕子 さん

谷さんは今年101歳を迎えるお母さまと同居をして
います。

　塩谷さんはお母さまの介護に多くの時間を費やしており、
外出もままならないため、食料品や日用品のほとんどをコー
プデリで購入されています。
　「介護用品も使い心地や実用性を重視して、数々の商品
を試した結果、コープデリ限定商品に巡り合いました。カ
タログには豊富な商品が掲載されているため、たくさんの
選択肢から必要なものを選べる利便性にとても助けられて
います。」とお話されました。
　塩谷さんがコープデリを利用しているのは、お母さまが
きっかけとのこと。
　お母さまは自動車免許を持っていなかったので、車がな
くても買い物ができる手段としてコープデリを利用し、40
年近く家族の生活を支えてきました。
　現在もお気に入りのカタログ「ぐるめぐり」でお菓子を
購入するなど、自分の楽しみを見つける日々を送っていらっ
しゃいます。
　塩谷さんのお気に入り商品は、粉末にぼしミックスと黒
ごまアーモンドきな粉。健康のために毎日飲んでいるスムー
ジーに入れているそうです。

　また、塩谷さんはお母さまの長寿を見守る中、「自分に何
かあった時のために、保険を見直した方がいいのでは？加
入をしているコープ共済の保障で大丈夫だろうか？」と心
配になりました。配達担当者に相談をしたところ、コープ
デリ保険センターを紹介してもらい、保険の見直しを行っ
たそうです。「安心できる内容の保険に加入することができ
たので、心に余裕を持って日々を過ごせています。」と、に
こやかにお話をしてくださいました。
　コープデリは塩谷さんとお母さまの生活に寄り添い、日
常生活の支えとなっているそうです。これからも、塩谷さ
んとお母さまの暮らしが豊かで安心なものでありますよう
に。

塩
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　群馬県前橋市　

宮田よし子 さん

田さんは、コープぐんまの前身の一つである「前橋
市民生活協同組合」からの組合員です。前橋市民

生協は1970年に設立をした、前橋市を中心とした生協です。
1970年代は、食品添加物をはじめとした食の安全性や健
康への意識が高まっており、主婦の間で「市民生協」が広
がっていました。宮田さんも２人のお子さまに安全・安心
な食品を食べさせたいという思いから、ご近所のお友達に
誘われて組合員になりました。
　前橋市民生協では組合員同士のコミュニケーションが活
発に行われていました。宮田さんがコープ商品や生協につ
いて疑問があると、先輩組合員が「それはね、」と声をかけ
てくれ、また宮田さんも先輩組合員から教えてもらったこと
や、生協の学習会などで分かったことなどを他の組合員へ
伝えました。様々な知識や経験を持つ方が集まるため意見
の違いが出ることもありましたが、意見を受け止めて、組
合員さんと一緒に学ぶ姿勢を大切にして活動を続けました。
　前橋市民生協の活動に積極的に関わる中で、宮田さんは　前橋市民生協の活動に積極的に関わる中で、宮田さんは
組合員の代表である理事（現在の地域区分理事）に選ばれ、組合員の代表である理事（現在の地域区分理事）に選ばれ、
コープ昭和店を中心とした地域の組合員さんとのつながりコープ昭和店を中心とした地域の組合員さんとのつながり
づくりに取り組みました。地域のイベントに参加をして焼づくりに取り組みました。地域のイベントに参加をして焼
きそばを販売したり、コープ昭和店の店頭で縁日を開催すきそばを販売したり、コープ昭和店の店頭で縁日を開催す

るなど、るなど、楽しい催しでコープ昭和店を盛り上げました。どん
な時も周りの組合員に声をかけ、参加者だけでなく準備を
行う組合員も楽しめるように、話し合って取り組みました。
　コープ昭和店を大切にしている宮田さんの原点は、前橋
市民生協時代の「コープ朝日店」の閉店でした。閉店の際
に多くの組合員からの「残念」という声を聴き、宮田さん
は先輩方から引き継いだ「コープ昭和店」が地域に愛され
る店舗になるように、活動されました。
　「たくさんの組合員さん、はじめましての人にも声をかけ
て昭和店を盛り上げていきました。笑顔で声をかけて、笑
顔で返事が返ってくると元気が出るじゃないですか。そん
なコミュニケーションを心がけました。店舗は、組合員や
消費者から求められなくなった時に閉店してしまいます。た
くさんの声を生協に届けて、長く、たくさんの人に親しま
れる店舗になってほしいと思っています。」と笑顔でお話さ
れました。
　活気あふれ人情に厚い宮田さん。これからも元気に過ご
されますように。

宮
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　群馬県中之条町　

綿貫真澄 さん

ープぐんまでは、組合員の意見の反映し願いを実現す
るため、様々な参加の場を用意しています。その中の

一つ、子育てグループ※「たんぽぽクラブ」は2005年から活
動を開始し、今年で20年。毎月１～２回、手作りおもちゃ教室
や大人向けのハンドメイド教室など、イベントを不定期で開催。
幼児からご年配まで幅広い年代の方々が参加されています。
　「たんぽぽクラブ」で活動する綿貫さんとコープぐんまとの
出会いは、ミニコープ中之条店のオープンでした。生協では
お店がオープンする際に、近隣の方へ組合員登録のお誘いを
行っており、綿貫さんも職場の方からのお誘いをきっかけに組
合員に。結婚後ミニコープ中之条店の近くに住むようになると、
コープはさらに身近な存在となりました。
　お子さまが生まれ、町の子育てサークルに参加していました
が、幼稚園入園と同時に退会する必要がありました。子育て
サークルのお友達と「これからも子どもたちに様々な経験をさ
せたい」と作ったのが「たんぽぽクラブ」でした。最初は少
人数でしたが、お友達がお友達を誘い、参加人数も増えたこ
とから中之条町のサークル登録、コープぐんまのグループ登
録を行いました。活動の中で様 な々出会いもあったと綿貫さん
は語ります。
　「2024年のコープぐんまフェスタでは、スライムづくりと平

和募金のためのバザーで出展しました。スライムの作り方は、
子どもがお世話になった小学校の先生に教えていただきまし
た。2025年5月に行った『光るどろだんご遊び』では、雨に
もかかわらず約70人の方にご参加いただいて。講師の山崎さ
んは10年以上前からのお付き合いで、忙しい現在でも取り組
みにお越しいただいています。」
　綿貫さんは「たんぽぽクラブ」で活動する傍ら、コープぐ
んまのエリア委員（現：ブロック委員）やくらしのたすけあい
の会にも参加。エリア委員やくらしのたすけあいの会では、活
動の幅を広げるために様々な学習会を行っています。
　「エリア委員の時に受けた『ニュース作り』の学習会で学ん
だ技術が、たんぽぽクラブの『わたげ通信』づくりに役立っ
ています。自然環境や平和のこと、認知症の方への接し方な
ど、今のくらしにも役立つ知識を学ばせてもらいました。おか
げさまで、たくさん成長できたと感じています。生協あっての
今の自分ですね。」
　様々なことに挑戦し、パワーあふれる綿貫さん。これからも
元気に過ごされますように。

※�グループ：コープぐんまの組合員組織の１つです。商品、平和・ユニセフ、
家計簿、生活文化、子育て・教育、環境、福祉といったくらしに関係が深
いテーマを決めて、自分たちでやりたいことを考えて活動をすすめています。

コ
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　群馬県伊勢崎市　

林美知代さん、山本千恵子さん、高橋直美さん、福島京子さん

さん「コープぐんまとの出会いは、近所の方に『コープデ
リの宅配をやってみない？』と声をかけられたことでした。

商品購入目的で始めましたが、企画や取り組みのことを知って、
サポーター登録や学習会にも参加しました。」
　山本さん「私も近所の方からのお誘いで。アレルギーを持つ
家族がいたので、生協の商品には助けられました。」
　高橋さん「当時コープぐんまの職員だった友人に教えてもらい、
利用を始めました。宅配限定商品もあるので重宝しています。」
　福島さん「私は職場で利用している方から声をかけられて。職
場に届けてもらっていたので、買い物の手間が省けました。」
　４人が出会ったのは、コープ宮子店で開催していた「エリア
商品委員会（現：スマイルコット）」。地域の組合員が商品とその
利用に関わることを目的として運営され、毎月１回、コープ商品
を使った調理や、メーカーの方を招いた学習会を行っていました。
毎月顔を合わせる中で、自然と参加者同士の交流も生まれてい
きました。
　参加者が増えてきた頃、４人はエリア委員（現：ブロック委参加者が増えてきた頃、４人はエリア委員（現：ブロック委
員）から「コープ会員）から「コープ会※※を作りませんか？」と声をかけられ、他１名を作りませんか？」と声をかけられ、他１名
の仲間と５人で「Livelyコープ会」を立ち上げました。の仲間と５人で「Livelyコープ会」を立ち上げました。
　また、コープぐんまでは山王団地に子どもを中心とした「居場　また、コープぐんまでは山王団地に子どもを中心とした「居場
所」の立ち上げのため、運所」の立ち上げのため、運営スタッフとなる組合員を募集していま

した。4人はコープサポーター※として「ほぺたん広場山王」で
子ども食堂の活動を始めました。
　高橋さん「調理場が狭く大変でしたが、子どもたちが集まっ
て遊んだり勉強したり。のびのび過ごしてくれたのが嬉しかった
です。」
　2023年には「ほぺたん広場宮子」が開設。４人は運営ス
タッフ・サポーターとして参加しています。
　山本さん「訪れた方が楽しそうに過ごし、料理を『おいしい』
と言ってもらえるとやりがいを感じます。」
　林さん「名前や場所が変わった当初は人が来ないこともあり
ましたが、今は毎月来ていただいている方も。ほぺたん広場は
事前予約制ですが、誰でも安心して来ていただける場です。お
気軽に参加してください。」
　地域の方へ「居場所」を提供する林さん、山本さん、高橋さ
ん、福島さん。これからも皆様で楽しく元気に活動されますよう
に。

※�コープ会：商品とその利用を中心に、組合員の暮らしと利用強化に役立つ活
動を自分たちで考えて進めます。２カ月に１回以上集まって活動を行います。

※�コープサポーター：コープぐんまが協力をお願いする組合員活動の中で、で
きる活動に個人で参加して協力しています。

林
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生協生協ととともにともに
Together with the CO-OP

ほぺたん広場 宮子
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　群馬県富岡市　

泉部正子 さん

部さんが生協に出会ったのは今から約50年前、30
歳の頃でした。所属していた「新日本婦人の会」

の活動を通じ「子どもたちに安全で安心な食品を食べさせ
たい」という強い思いから、生協の利用を考えました。
　しかし、当時は泉部さんが住む富岡市には生協がなく、
藤岡市の「多野藤岡消費生協」の班の一つとして登録し利
用を始めました。甘楽富岡地域は活動範囲外で、配達が受
けられなかったため、泉部さんが仲間と藤岡市から富岡市
まで配達商品を運ぶ役割を担いました。
　その後、生協商品の評判が高まり、一緒に生協を利用し
たいという仲間が次々と増えました。泉部さんは仲間と「甘
楽富岡市民生協協同組合準備会」を立ち上げ、甘楽富岡地
区での生協設立を目指しました。地域の婦人団体のご協力
で仲間づくりを進め、1976年６月27日に会員244名、班数
40班で設立総会を迎えました。利用者増に伴い富岡市内に
空き家を借りて事務所にし、アルバイトが藤岡市から事務
所まで商品を運ぶ体制に、それでも、事務所から各組合員
の班への配送は、引き続き泉部さんが運ぶ地域もありまし
た。
　「当時は子どもが３人いて一番下は１才３カ月でした。悩
みましたが、夫が『本気で生協の活動をしたいなら応援す

るよ』と背中を押してくれたので飛び込みました。大変で
したが、堀田さんをはじめ一緒に活動する仲間がいたこと
や、商品を届けた時の組合員さんの笑顔が嬉しくて頑張れ
ました。子どもと一緒に商品を届けることもあり、途中で
子どもがトイレに行きたくなってしまい、組合員さん宅の
お手洗いを借りることもありましたよ。」
　1975年多野藤岡消費生協は西部市民生協となり、活動
範囲が広がることになりました。甘楽富岡地域の組合員も
生協を利用できるようになり、そのまま泉部さんは生協職
員になります。宅配の副センター長や営業担当、ミニコー
プ店長などを任された後、組合員活動部で活躍後定年退職
されました。現在は一緒に働いていた堀田さんや、配達・
組合員活動で知り合った方々とともに「すみれコープ会」
に所属しています。「生協が大好きなので、楽しく仕事がで
きました。たくさんの人と出会い、たくさんの経験をさせ
てもらいました。好きな商品は『岩手県葛巻3.6牛乳』で
す。この商品は昔からコープぐんまの産直商品として扱っ
ていて、宅配センターの仲間と見学に行ったこともありま
す。昔から飲んでいる、ずっと好きな牛乳です。」
　コープぐんまの土台を作り、パワフルに活躍された泉部
さん。これからも笑顔で過ごされますように。

泉
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生協生協ととともにともに
Together with the CO-OP
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　群馬県前橋市　

堀越正子 さん

堀

11

生協生協ととともにともに
Together with the CO-OP

越さんがコープデリの宅配を始めたのは約40年前、
結婚して現在の前橋市に引っ越したばかりの頃でし

た。「近所の方に誘われて。その方は生協の不純物の少ない
洗濯洗剤を気に入って使っていました。食品以外でも、安
心安全な商品をもとめる方が多かったんです。」と振り返り
ます。
　当時はグループ（班）配達が主流で、班長が連絡を取り
合うなど、組合員同士の関わりが深かった時代です。堀越
さんが特に心に残るのは、親子で参加した下仁田ミートの
見学会。「自分たちで作ったウインナーを後日届けてもらえ
て。おいしかったです。」と笑顔を見せます。見学会や学習
会には、同じ子育て世代が多く参加し、新たなつながりが
生まれる場にもなっていました。生協は、堀越さんの暮ら
しの安心と、地域とのつながりを育む起点となっていました。
　堀越さんの活動は、1997年にコープぐんまで発足した組
合員組織「くらしのたすけあいの会」へと広がります。高齢

や病気などで困っている地域の方を、組合員同士が相互扶や病気などで困っている地域の方を、組合員同士が相互扶
助の精神で支え合う組織です。「困ったときはお互いさま」助の精神で支え合う組織です。「困ったときはお互いさま」
の気持ちを大切に、堀越さんも当初は賛助会員から、そのの気持ちを大切に、堀越さんも当初は賛助会員から、その
後「活動会員」として参加するようになりました。「くらし後「活動会員」として参加するようになりました。「くらし
のたすけあいの会」のたすけあいの会」が目指すのは、「介護保険では手が届

かないところ」への対応です。発足から20年以上、取り組
みは大きく変わりません。あくまで有償ボランティアとし
て、自分たちができる範囲で活動しています。例えば、電
球・蛍光灯の交換や庭の草取り、食品の買い出しや料理な
ど、生活に密着した様々な依頼に応えています。高齢の方
だけでなく、病気や障がいのある方、子育て中の方、時に
は「一日手伝ってほしい」という家事代行のような依頼も
ありますが、「あくまで助け合い、できる範囲で」と活動し
ています。
　「できるだけ様々な依頼に応えられるように、『くらしのた
すけあいの会』では学習会や研修会を行っています。そう
して依頼者の方に『助かったよ、ありがとう』と言われる
ととても嬉しいです。その喜びが活動の原動力です。」と語
る堀越さん。コープデリを利用して家族の食卓を支え、活
動を通じて地域の暮らしを支える。コープぐんまとともに歩
んだ堀越さんの人生は、まさに「助け合い」の精神に満ち
溢れています。
　現在「くらしのたすけあいの会」は、一緒に活動を支え
てくださる仲間を募集しています。「あなたのできる範囲で、
誰かの役に立ちませんか」と明るい笑顔でお話しされる堀
越さんがいつまでも元気に活動されますように。
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これまでコープぐんまは、安心・安全な商品の提供ととも
に、環境保全や地域社会への貢献など、多岐にわたる活動
を行ってきました。ここでは、その代表的な取り組みをご
紹介します。
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食とくらしを支え、地域社会とつながる

コープぐんまでは、地域・社会課題の解決と持続可能な社会の実現に向けて、多様な取り組みを展開しています。
地域貢献や働きやすい環境づくりなど、すべての人が「ともに」笑顔で暮らせる、よりよい未来を目指します。

●たべる、たいせつ

●地域に開かれたコミュニケーションの場
　「スマイルコット」

●コープぐんまフェスタ

「たべること」は「生きること」。私たちが健康に生きてい
くために欠かすことができない「たいせつ」な営みです。コー
プぐんまでは、組合員活動の中で食育を推進する学びの場
として、県内 JAや生産者との交流や収穫体験を行ってい
ます。

地域のコミュニケーションの場として、誰でも立ち寄れる
集いの場「スマイルコット」を開催しています。コープ商
品やコープぐんまの取り組みを話のきっかけとして交流し
ています。コープの組合員室や公共施設など街の身近な場
所で開催し、組合員でなくても地域の方が誰でも参加でき
る仕組みです。

コープ商品や産直商品を取り扱う取引先が出展し、来場者
と直接交流を行うことを目指して毎年一回開催しています。
2025年は約5,000人にご来場いただきました。

お米づくり体験（田植え／稲刈り）
生産者にご協力いただき、2025年で 15年目の取り組みとなりま

した。田んぼが減る中で子どもたちが伝統的な稲の手植えや鎌を

使った収穫を行い、お米を身近に感じてもらうとともに生産者の

苦労を学びます。

コープぐんまの取り組み
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環境や平和を学び、考える

やさしさを形に、未来の世代に寄り添う

●ネイチャークラブ（環境保全活動）

●平和の取り組み

●居場所づくりの取り組み ●くらしのたすけあいの会

山から海まで環境全体を考える組合員が主体の環境の取り組みです。森林コース・川コース・海コースを設定し、それぞ
れ学習会や環境保全活動に取り組みます。

子どもたちが自分たちで
戦争や平和を学ぶ「ピー
スクラブ」や日生協が取
り組むピースアクション
への参加を通して、平和
への願いを次世代へ継承
する取り組みを進めてい
ます。

地域の居場所づくりとして「ほぺたん広場」を県内4会
場で開催しています。また主に未就学児を対象とした子
育てひろば「かんがる～む」は県内2会場で開催してい
ます。

「こまった時はおたがいさま！」の気持ちを大切に、普段
のくらしの中で手助けを必要とする人と、役に立ちたい思
いを持つ人をつなぎ、主に家事援助を有償ボランティア
活動として行っています。

2018年から取り組んでいるピースクラブでは、こどもたち
が新聞を作成し、コープデリのカタログと一緒にお届けして
います。

いばらきコープと協力した2025年ビーチクリーン
では総勢108名で海岸清掃を行いました。

コープぐんまフェスタでは組合員へお知らせをすすめました。
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●コープぐんま奨学金制度

●はがき・切手回収キャンペーン

●募金の取り組み●フードドライブの取り組み

●子ども交通安全教室の取り組み

生活が苦しい状態にある家庭のお子
さんが、将来への夢をあきらめるこ
となく社会に出られるよう後押しす
るため、2022年に奨学金制度を設
立しました。2025年には支援する
奨学生は68名になり、奨学金制度
を支える「奨学金応援サポーター」
は1,700名を超えました。（2025年
12月現在）

※�奨学金は奨学金応援サポーターからの募金に

よって成り立っています。

群馬県内の組合員にご協力いただき、
未使用切手・未投函はがきを中心に
集め、換金した金額を寄付していま
す。2025年度は群馬県共同募金会（赤
い羽根共同募金）に寄付しました。

ユニセフ募金、ふくしま復興応援募
金、平和募金、奨学金応援サポー
ター募金に通年で取り組んでいま
す。また、災害等が発生した際に緊
急募金に取り組んでいます。

コープぐんまでは、ご家庭に眠って
いる食品を寄贈していただく「フー
ドドライブ」活動に取り組んでいま
す。寄贈していただいた食品は、フー
ドバンクなどを通して必要とされる
方々に無償で提供されます。また、
返品となったオムツを乳児園にお届
けし、ご活用いただいています。

2024 年度から地域の保育園や幼稚
園で「子ども交通安全教室」に取り
組んでいます。子どもたちに横断歩
道の渡り方やチャイルドシートの大
切さなどを伝えています。交通安全
教室を通して地域社会貢献につなげ
ていきます。

●�「みんなのよみきかせ絵本大
賞」に協力しました

よみきかせ絵本部門のうち「園児さ
んと先生で選ぶよみきかせ絵本部門」
に参加いただいた群馬県内の保育園・
幼稚園51団体に対し、対象の新刊絵
本20冊をお送りしました。（2025年）

●地域団体への支援
「地域のニーズ」と「組合員のくらし」を協同の力で実現する社会を創っていくため、群馬県内の団体へ助成を行っています。
団体の活動を通じて、組合員と地域の皆さまのより良いくらしづくりを目指しています。
「未来つながり助成」では５～10万円の寄付を行っています。これまでにのべ212団体へ 1,153万円を寄付しました。
「子ども食堂支援」では毎月１万円以内の商品購入代金補助を行っています。のべ20団体へ約370万円を支援しました。
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●プラチナくるみんプラス取得

●�コープデリ宅配の�
夏季一斉配達休業

●�職員向け奨学金返済支援制度

●健康経営優良法人に認定
2025年、コープぐんまは仕事と子育
て・不妊治療の両立や育児・介護休
業制度の推進による働きやすい環境
づくりが評価され、厚生労働省の「プ
ラチナくるみんプラス」認定を取得
しました。

2025年 8月 11日～ 15日の5日間コープデリ宅配の配達
を一斉に休業しました。猛暑による疲労・熱中症から職
員を守り、職員の働きやすい職場環境の実現を目指しま
した。

正規職員（総合職）の新卒採用者を対象に、入学金や授
業料の支出の際に借り入れた「奨学金」について、コー
プぐんまが返済額の一部を補助する制度を定めました。

職員が心身ともに健康でやりがいを
もって働くことを目指し、健康保持・
増進の取り組みを「経営課題」と
して「健康経営」を推進しました。
2025 年度に「健康経営優良法人」
に認定されました。

●コープぐんまの移動店舗

●EV車を導入

●群馬県いきいきGカンパニー

お買い物にお困りの方や地域の皆さんのお役立ちのため、邑楽町、
大泉町、千代田町、板倉町で移動店舗を運行しています。

2025年 10月２日にコープデリ藤岡センターに
コープぐんま初となるEV車３台を導入しました。

群馬県がワーク・ライフ・バランス
の推進に先導的に取り組む企業を認
証する制度。コープぐんまは2021年
にゴールド認証を取得し、働きやす
い職場環境づくりを進めています。

制度を整え、働きやすさを実現する

移動式店舗で、お役立ちをもっと届ける
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データで見るコープぐんま

店舗事業  ８店舗※　　 宅配事業  ８センター　　 共済事業  コープ共済

福祉事業  居宅介護支援、訪問介護、デイサービス、サービス付き高齢者向け住宅

●事業内容

●コープぐんまの概況

●組合員数・出資金・総事業高の推移

単位（千円）

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

240,000

280,000

320,000

360,000

400,000

2024 年2022 年2017 年2012 年2007 年2002 年1997 年1992 年

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

100,075人

138,924人

171,266人

223,255人

272,404人

307,260人

346,569人 357,767人

単位（人）

235億

12億
27億

41億 47億 53億 56億 61億 63億

262億 267億

300億
283億

323億

356億 346億
組合員数

出資金額

総事業高
※出資金額、総事業高は一億円未満で切り捨て

事業高

346億 6,768万円（2025年３月20日現在）

組合員数

357,767人（2025年３月20日現在）

出資金

63億 4,179万円（2025年３月20日現在）

役員数

常勤理事 	  3 人（理事長、専務理事、常務理事）

有識者理事	 ７人（内連合会１名）

組合員理事	 12人

有識者監事	 ２人

組合員監事	 ３人

職員数 （2025年３月20日現在）

正規職員	 378人

パート職員	 471人

アルバイト	 447人

（2025年３月20日現在）

※2026年３月以降は７店舗
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●事業所MAP

17　虹の丘　あいおい

18　�コープケア　あいおい�

（居宅介護支援、訪問介護、デイサービス）

1　コープ昭和店

2　コープ寺尾店

3　コープみさと店

4　コープ東久方店

5　コープ宮子店

6　コープ新井店

7　コープ藤岡店

8　コープ中野店※

店舗

9　コープデリ前橋センター

10　コープデリ高崎センター

11　コープデリ桐生センター

12　コープデリ沼田センター

13　コープデリ北部センター

14　コープデリ藤岡センター

15　コープデリ富岡センター

16　コープデリ太田センター

宅配センター

福祉事業

19　コープぐんま本部

本部

高崎市

吉岡町榛東村

渋川市

桐生市

桐生市

太田市

大泉町
邑楽町

千代田町 明和町

板倉町
館林市

沼田市

前橋市

玉村町

藤岡市

上里町 本庄市

富岡市

神流町

上野村

甘楽町下仁田町

南牧村

伊勢崎市

みどり市

東吾妻町長野原町

中之条町

高山村

沼田市

昭和村

みなかみ町

川場村

片品村

草津町

嬬恋村

安中市
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※2026年３月20日をもって閉店しました。
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コープぐんまの広報誌

　コープぐんまの広報誌では、お料理レシピ

やくらしに役立つ特集をはじめ、商品情報や

コープからのお知らせなどを掲載し、組合員

の皆さまの暮らしに寄り添った情報発信を行っ

てきました。

　群馬県民生協時代に発行していた広報紙

『ふれあいひろば』から、組合員の皆さまへ

お役立ち情報を届けるため、広報紙の発行を

継続してきました。広報紙は、時代や社会の

変化、組合員のニーズに応じて内容や形を変

えながらリニューアルを重ね、現在の『ほっと』

へとつながっています。

　『ほっと』創刊当初は、「ほっと編集委員

会」に所属する組合員の皆さまが主体となり、

「るっくwalk」をはじめとした企画の取材・編

集を行っていました。現在は、コープデリ連

合会とコープぐんま職員が共同で制作し、広

報誌づくりを続けています。

『ほっと』

『ふれあいひろば』

『からっ風』
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県内各地の事業所・本部で働く職員、そして組合員の皆さ
ま。コープぐんまは、たくさんの人々の協力によって成り
立っています。70周年の節目に、71年目に向かっていくコー
プぐんまを支える方々の集合写真をまとめました。
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山口 真司　　　　　大貫 晴雄　　　　　杉本 真佐己

（左から）尾藤 篤　木榑 千恵子　山端 佐代子　女屋 美由紀　長岡 伸明

（左から）
藤井 啓太郎　斎藤 匠　小此木 久美子　中道 美代子　園田 哲男
成田 章二（連合会理事）
（右上）
原澤 裕

（後列左から）
松島 典子　工藤 洋子　滝川 愁子　田中 弥生　野口 美里　　黒岩 安希　
角田 みち江
（前列左から）
渡邊 里枝子　野原 多香子　新井 弓佳　宮口 ゆきみ　橋爪 寛子

役員紹介
  常勤理事

  有識者・組合員監事

  有識者理事

  組合員理事
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コープ東久方店
桐生市

コープ東久方店は、桐生市東久方町に誕生して50年以上、長年地域に愛されてきたお

店です。お客様との対話を重視し、職員同士も積極的にコミュニケーションを交わす

ことで、店内はいつも元気で明るい雰囲気に包まれています。地域の組合員さんのく

らしに役立ち、必要とされるお店であり続けるため、51名の職員が日々の積み重ねを

大切にしています。

INFORMATION.
〒376-0053 桐生市東久方町2-2-20
Tel. 0277-47-2980

桐生織で栄え、繊維産業に関連する伝統や文化を随所に感じられる桐生

市。東久方店の近くには、群馬大学の桐生キャンパスやスポーツで有名

な桐生第一高校があり、活気づいた地域です。
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コープ新井店
太田市

豊富なコープ商品に加え、産地直送の地場野菜とテナント「下仁田ミート」が、コー

プ新井店の魅力。さらに、子育て世代に積極的に利用していただけるようキッズコー

ナーを設置し、毎週土曜日には「モグモグタイム」を実施しています。供給計画クリ

ア、新規組合員年間計画達成、コープファンを増やすことの３つを軸に、64名のスタ

ッフが業務に取り組み、コープ商品の魅力を届けています。

INFORMATION.
〒373-0852 太田市新井町533-2
Tel. 0276-46-0570

ものづくりの街として発展してきた太田市。新井店の南西には、世界的

自動車メーカーSUBARUの主要生産拠点である矢島工場があり、年間

40万台以上が国内外へと出荷されていきます。
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コープ中野店は2026年3月20日、48年の歴史に幕を閉じました。〝仕事は楽しく！〟

をモットーに、個性豊かなスタッフが知恵や意見を出し合い、楽しんで仕事をしてい

る姿が自慢の、笑顔が絶えない店内でした。お年寄りが多い地域でもあるため、積極

的なお声がけで困りごとにも耳を傾けてきました。閉店に際し９割以上のスタッフが

最後まで残って活躍。みんなコープ中野店が大好きです。

INFORMATION.
〒370-0603 邑楽郡邑楽町大字中野4435
Tel. 0276-88-2929

中野店のある邑楽町は、利根川と渡良瀬川に挟まれた、自然環境に恵ま

れた地域です。町の東側には多々良沼があり、毎年冬には越冬のため、白

鳥達が飛来することで知られています。

コープ中野店
邑楽町
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コープ昭和店
前橋市
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毎日のお買い物にちょうどよい300坪タイプのお店です。レジを中心とした接客応対

で地域一番を目指しています。ベテランから新人まで和気あいあいとした温かい雰囲

気のお店で、お客様の中には毎日来店される方も多くいらっしゃいます。地域の皆さ

まの食卓へお役立ちをお届けできるように、ご利用いただくお客様の声を活かした地

域密着のお店作りに95名のメンバーが取り組んでいます。

INFORMATION.
〒371-0034 前橋市昭和町3-30-9
Tel. 027-233-4116

前橋市は群馬県の中南部、東京から100kmの地点に位置しており、赤城

山や利根川などの自然と市街地が共存する地域。店舗のある昭和町は、西

側を広瀬川が流れ、町の北半分には群馬大学昭和キャンパスがあります。
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コープ宮子店
伊勢崎市
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1996年にオープンしたコープ宮子店は、2026年に30周年を迎える地域に根ざしたお

店です。経験豊富なベテランリーダーが多く、各部門ともやる気にあふれたメンバー

が集まっています。少量から大パックまで豊富な品揃えで、ハレの日などのイベント

向けの好適品のおすすめにも力を入れています。親切な応対と、買いやすく選びやす

い売場づくりを心がけ、96名の職員が活躍しています。

INFORMATION.
〒372-0801 伊勢崎市宮子町3523-1
Tel. 0270-21-1700

群馬県南部に位置する伊勢崎市は、幹線道路網の利便性の高さから、商

工業が盛んに行われています。宮子店周辺は県道に沿って主要な商業

施設が立ち並ぶ、市内でも有数の商業地域です。
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コープ寺尾店
高崎市
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2003年オープン以来、2014年、2024年の二度のリニューアルを経た創業24年目の店

舗です。１点１円でも供給につなげることや、加入・予約・共済計画の必達に力を入

れています。ベテランが多く在籍しており、経験の積み重ねを活かした創意工夫を行

っています。110名のメンバーが各部門チーフを中心に連携し、組合員さんに寄り添っ

た対応を店舗全体で心がけ、地域貢献に努めています。

INFORMATION.
〒370-0865 高崎市寺尾町552-1
Tel. 027-310-7788

群馬県内最大の人口を有し、高崎駅を中心に発達した交通網を誇る高崎

市。鉄道・道路に加え、文化施設や商業施設も充実している街です。寺尾

店は観音山に近く、自然と静かな住宅地が広がっています。

63コープぐんま70周年記念誌



コープみさと店
高崎市
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108名のスタッフが支える“大きな売場”で“豊富な品揃え”、“鮮度あふれる”コープ

みさと店。コープぐんま初の600坪タイプの大型店舗で、16年ぶりの新規出店として、

2022年５月27日にオープンしました。目標は地域一番の信頼店。健康チャレンジスタ

ンプラリーや学生向けに組合員室の解放（学習の場）、ハンドメイド活動など、さまざ

まな取り組みを実施し、地域のお役に立てるスーパーを目指しています。

INFORMATION.
〒370-3104 高崎市箕郷町上芝501-1
Tel. 027-395-4692

高崎市箕郷町と言えば、東日本を代表する梅の産地・箕郷梅林。開花時

期には約10万本の満開の梅を見るために多くの観光客が訪れます。国

史跡の箕郷城跡など、自然と歴史が調和した地域です。
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コープ藤岡店
藤岡市
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各部門に所属する職員128名それぞれがスキル向上を目指すコープ藤岡店。店内には

採れたての野菜や活きのいい魚介、上質な霜降り肉、さらにコープデリオリジナル生

地の焼きたてパンや、併設キッチンで作るお弁当など、こだわりの品が勢ぞろいです。

店内を巡回しお客様へ「いらっしゃいませ」をお届けするウェルカムタイムをはじめ、

地域に愛されるコープ藤岡店であり続けるための取り組みも行っています。

INFORMATION.
〒375-0024 藤岡市藤岡2390-1
Tel. 0274-24-5500

藤岡市は、群馬県南西部に位置するのどかな地域。コープ藤岡店の近く

には、全長約350ｍの巨大な藤棚を有する「ふじの咲く丘」があり、藤岡

ふじまつりには毎年多くの人が訪れます。
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桐生センター
桐生市

桐生市・みどり市・太田藪塚・伊勢崎市を配達エリアとし、72名の職員が活躍中です。

生協で働くことに誇りが持てる職場作り、組合員さんと「質の高いコミュニケーショ

ンを取ることが出来る窓口」としての役割を担える配達担当者の育成を目指していま

す。安全・安心運転を最優先に、人身事故防止を目的とした「交差点での安全確認徹

底」、物損事故防止のための「配達先周辺での安全確認」に取り組んでいます。

INFORMATION.
〒376-8523 桐生市相生町1-111
Tel. 0120-502-234

桐生市相生町は、町内に６つの鉄道駅を持つアクセスの良いエリアです。

県指定天然記念物である「相生のマツ」は、相生村誕生時にこのマツに

ちなんで共存共栄を願ったとして、地名の由来となっています。
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太田センター
邑楽町
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太田市・館林市・邑楽郡を配達地域とする太田センター。安心安全な商品を確実に組

合員へ届けることを職員一同85名が心がけ、業務にあたるための学習や意思統一を

行っています。年代性別問わず仲が良く、皆が助け合っているチームです。安全運転、

感染対策の徹底とともにワークライフバランスを意識し、職員が働き続けたいと思え

るよりよい職場環境づくりを目指しています。

INFORMATION.
〒370-0603 邑楽郡邑楽町大字中野3417
Tel. 0120-502-234

邑楽町役場庁舎北側にある、シンボルタワー未来ＭｉＲＡｉ。空気が澄

んだ冬場にはスカイツリーが見える展望室を有しています。コープの理

念のように、人々の「くらしと未来」を豊かにする象徴的存在です。
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前橋センター
前橋市
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前橋市・伊勢崎市の一部、桐生市の一部にコープ商品のお届けをしています。125名

のスタッフで業務にあたっており、若いメンバーが多い事業所ですが、ベテラン・若

手・女性問わず活躍できる職場です。単なる配達員にとどまらず、組合員の生活環境

を把握し変化に気づくことを意識。組合員や地域の方々のくらしに貢献できるよう取

り組んでいます。

INFORMATION.
〒371-0132 前橋市五代町984-1
Tel. 0120-502-234

関東の中でも古墳が多い群馬県。前橋市にも大室古墳群をはじめ、多く

の古墳が存在しています。前橋センターの近くには、市の指定史跡であ

る前方後円墳「五代大日塚古墳」が残されています。
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北部センター
渋川市

渋川市・吉岡町・榛東村・吾妻郡に配達を行っており、8センターの中で最も歴史あ

るセンターです。コミュニケーションが活発で、幹部も職員の声を大切にする笑顔あ

ふれる職場です。「人を大切にする、役割を全うすること」を職員61名全員が実行でき

る事業所を目指し、全てにおいて最優先となる安全運転に関する指導・情報共有、組

合員さんへの応対品質向上に力を入れています。

INFORMATION.
〒377-0027 渋川市金井450-1
Tel. 0120-502-234

北部センターは、へそ祭りで有名な日本のほぼ中央部に位置する渋川市

にあります。名湯・伊香保温泉やアルテナードと呼ばれる美術館やアミ

ューズメント施設が立ち並ぶ、自然と観光資源が豊富な街です。
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沼田センター
沼田市

沼田市・みなかみ町・昭和村・片品村を配達地域とするセンターで、スタッフ数は46

名。会員生協内で一番規模の小さい少数精鋭の事業所です。職員をひとことで表すな

ら「一生懸命」。明るく風通しが良い職場で、「働く人の未来をちゃんと考える」こと

を事業所全体で共有しています。夏の暑さは他とほぼ変わらず、冬はどこよりも寒く、

春から秋にかけての草刈りと、冬の除雪作業が名物です。

INFORMATION.
〒378-0061 沼田市岡谷町698-1
Tel. 0120-502-234

群馬県北部に位置する沼田市は、かつて真田氏の領地であった痕跡が市

内各所に点在する歴史ある地域。沼田センター周辺には、フルーツ農園

が多く、自然の恵みを堪能するアクティビティも充実しています。
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藤岡センター
藤岡市

藤岡市・高崎市の一部・佐波郡玉村町・多野郡神流町・多野郡上野村と幅広い地域に

商品をお届けしています。職員78名が在籍しており、ベテラン職員、若手職員、内部、

委託ともに分け隔てなく協力し合える、明るく活気のある事業所です。組合員さんへ

のお役立ちと、地域社会への貢献に向け、働く一人ひとりが自分の仕事に責任を持っ

て取り組んでいます。

INFORMATION.
〒375-0017 藤岡市篠塚485-7
Tel. 0120-502-234

上信越自動車道の始点にあり、群馬の玄関口として高速交通網が充実し

ている藤岡市。藤岡センターでは、配達の基盤となる道路網を活用し、交

通の要衝・藤岡市から効率的にコープ商品の配達を行っています。
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富岡センター
富岡市

富岡市・安中市・松井田町・下仁田町・甘楽町の５地域を担当し、54名が活躍してい

るセンターです。地域や組合員の声を大切にし、組合員ファーストで業務に取り組ん

でいます。組合員さんのくらしに寄り添い、地域の方々から認められ、社会貢献でき

るセンターを目指して、職員同士が協力し合いながら責任を持って業務にあたってい

ます。

INFORMATION.
〒370-2454 富岡市田島223-1
Tel. 0120-502-234

世界遺産・富岡製糸場で知られる富岡市は、日本三奇勝に数えられる妙

義山がそびえ、雄大な自然を感じられる地域です。富岡センターのある

田島地区も山々に囲まれ、自然豊かな景色が広がっています。
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高崎センター
高崎市
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2010年に現在の八幡工業団地へ移転し、今年で15年目を迎える事業所です。高崎市

のウイークリー宅配、高崎市・藤岡市・富岡市・安中市のデイリー宅配を担当し、組

合員に寄り添った行動と思いやり配達を大切に、地域の皆さんへのお役立ちを第一に

取り組んでいます。約90名のスタッフが在籍しており、ベテラン・中堅・新人と年代

のバランスが良く、女性も多く活躍している職場です。

INFORMATION.
〒370-0884 高崎市八幡町397-2
Tel. 0120-502-234

高崎センターにほど近い群馬八幡駅は、高崎だるまで有名な少林山達磨

寺の最寄り駅です。駅舎ガラスの装飾を地元の小中学生がデザインす

るなど、町民からも愛され、大事にされています。
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居宅介護支援、訪問介護、通所介護、サービス付き高齢者向け住宅を通じて、利用

者の方が住み慣れた地域で最後まで自分らしく安心して暮らすことができるよう、51

名の職員が一体となって支援を行っています。利用者一人ひとりの価値観を大切にし、

本人・ご家族と一緒に進めるケアと、チーム全体で自立支援につながる「生協10の基

本ケア」の実践に力を入れています。

INFORMATION.
〒376-8523 桐生市相生町1-113-1
Tel. 0277-88-7713

福祉事業部
桐生市

78



コープぐんまの全店舗・全宅配センターに配置された共済推進スタッフが、保障とい

う名のコープ商品である「コープ共済」をご案内し、34名の職員で県内に「たすけあ

いの輪」を広げています。2024年度には、21,024名の組合員へ1,263,129千円の給付

を行いました。1人でも多くの方から「ありがとう」の声がいただけるよう、組合員に

寄り添った保障提案・推進活動を行っています。

INFORMATION.
〒376-8523 桐生市相生町1-111
Tel. 0277-52-9680

共済部
桐生市
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宅配事業部 店舗事業部

総合企画室・監事会 開発室

管理部

コープぐんまの本部は6部署で構成されており、宅配事業部と店舗事業部は各業態の

運営支援、管理部は経理・人事を担い、開発室は土地建物の管理や新規出店の検討

を行います。また、組合員活動を推進する総合企画室、監査業務を担当する監事会事

務局が置かれています。総勢54名の本部職員が力を合わせ、組合員のくらしに貢献し、

地域に必要とされる存在であり続けられるよう、日々取り組んでいます。

INFORMATION.
〒376-8523 桐生市相生町1-111
Tel. 0277-52-7711

コープぐんまの本部は、前身である群馬県民生協の本部があった桐生市

に置かれています。本部のある桐生市相生町は、大規模工場が立地する

工業地でありながら、日用品を供給する店舗やサービス施設が集まる商

住複合地です。

本部
桐生市
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東毛ブロック

中毛ブロック西毛ブロック

北毛ブロック

ブロック委員会
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東毛ブロック

中毛ブロック

西毛ブロック
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コープぐんま 70 周年記念誌

発刊日	 2026 年３月吉日
発行	 生活協同組合コープぐんま
	 〒 376-8523 群馬県桐生市相生町 1 － 111
	 TEL：0277-52-7711
	 https://gunma.coopnet.or.jp/
企画・編集	 生活協同組合コープぐんま 総合企画室
印刷	 朝日印刷工業株式会社

2024年12月、コープぐんま70周年記念誌の制作がスタートしました。

制作の中心となったのは、組合員の皆さまへのインタビューです。お一人おひとりが積み重ねてこ
られた歩みの中に、コープぐんまがその一部として存在していることを伺い、何よりも嬉しく感じま
した。

インタビューを重ねる中で、改めてコープぐんまの歴史の深さと、取り組みの広さを実感いたしま
した。1956年の創立から70年、時代は変わっても「組合員のくらしを支える」という想いは、今日
まで大切に受け継がれています。宅配や店舗、共済、福祉といった事業、そして生産者交流、子育て
支援、環境・平和・防災活動、居場所づくりなど、多岐にわたる活動の一つひとつに、組合員と職員
による協同の歴史が刻まれています。

また、職員や組合員理事による座談会では、それぞれの立場から語られる熱い想いに触れ、コープ
ぐんまの未来への希望を強く感じることができました。

本誌が、これまでの歩みを振り返り、これからを考えるきっかけとなれば幸いです。80周年、100
周年へと続く未来に向けて、組合員の皆さまとともに新たな一歩を踏み出していきたいと考えており
ます。

最後になりましたが、インタビューにご協力いただいた組合員の皆さま、座談会にご参加いただい
た職員・組合員理事の皆さま、そして貴重な資料や写真をご提供いただいた皆さまに、心より感謝申
し上げます。この大きな節目の年に記念誌制作に携われたことを、大変光栄に存じます。

この記念誌を手に取ってくださった皆さまに、私たちの想いが少しでも伝われば幸いです。

2026年３月
コープぐんま70周年記念誌タスク一同

編 集 後 記
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